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瓢
に
載
都
圏
願
の
贋
璽
矧
嚢
簸
麗
板
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金
峰
山
の
華
哲
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握
2
難
る
．
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校
田
注
部
の
論
議
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穿
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い

令
賛
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高
ほ
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画
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し
て
の
行
き
方
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と
ヨ
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五
穿
葡
レ
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部
の
奄
刀
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葬
雲
書
か
ら
、
幾
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掛

の
鵜
｝
ノ
添
と
ハ
ィ
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ン
タ
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乙
の
弍
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が
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っ
た
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磁
．
に
ア
ル
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イ
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賀
の
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熱
の
勝
利
に
帰
喝
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岳
入
一
費
ス
＋
月
層
）
堂
融
校
由
窃
部
り
屡
談
会
が
数
つ
て
“
る
ぴ
、
敦
々
の
膿
爪
し
た
諾
向
題
に
研
ヤ
癸
込

ん
費
い
な
“
の
匹
、
け
さ
》
掛
歯
び
ゆ
い
．
才
一
に
爾
苗
合
密
の
漁
的
す
急
砦
き
つ
か
貰
旅
π
あ
る
．
Z
ん
な

還
的
と
び
”
部
阜
し
の
も
の
の
鍛
本
仙
島
岬
剣
に
論
議
し
て
U
る
鶴
鹿
霜
撒
載
ク
ぼ
け
な
の
e
あ
ろ
う
か
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謬
と
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三
算
考
舟
け
れ
罐
な
ら
ぬ
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匠
Q
．
”
餐
啓
荘
意
嫉
孫
あ
ろ
う
』
饗
透
崇
て
部
か
在
の

融
弾
性
が
あ
る
の
ひ
な
い
の
掛
、
校
夏
会
衡
よ
o
趨
動
郡
に
割
当
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割
強
、
し
ひ
も
校
痘
会
中
、
野
床
、
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ツ
舎
ツ
長
ル
レ
兵
に
予
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痘
孝
易
る
努
輩
ゼ
器
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窪
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に
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あ
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誠
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幽
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⊃
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ろ
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警
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し
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兇
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換
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叢
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．
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鳳
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叢
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．
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．
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潔
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．
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簿
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懸
レ
｛
う
の
な
い
不
快
＋
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．
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濱
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⇔
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瀦
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瓢
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し
て
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出
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．
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九
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＋
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．
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縦
定
へ
の
足
賜
と
廿
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双
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簿
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に
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岩
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掌
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し
て
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付
く
型
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要
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口
砺
塑
塗
甥
だ
め
溢
憂
謙
菱
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藩
の
嘩
償
庭

と
な
り
危
按
鵡
憾
じ
引
逸
了
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沢
興
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乙
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図
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ガ
ス
に
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見
し
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廿
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形
椙
る
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つ
た
．
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燃
　
川
村
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醸
　
小
潤
　
承
野
嶋
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闘
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｝
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日
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甫
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b
漕
す
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所
き
じ
い
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、
螢
吹
川
め
懸
張
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し
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．
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罫
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の
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く
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憤
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⊆
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＼
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〔
｝
ー
τ
五
五
）

穴
揖
似
、
協
の
ル
ー
ト
き
蕊
輩
然
に
才
る
、
継
あ
τ
鵜
赫
僻
匙
侮
つ
ζ
．
擶
ろ
罪
、
㍍
と
2
す
る
．
六
、

鵜
薙
助
に
．
金
酬
纂
撫
付
日
偉
ル
ー
ト
ぼ
荷
上
不
町
能
婬
ろ
ど
藁
滞
烈
リ
、
堕
中
川

建
忍
楠
蕪
翁
町
3
暴
泥
∬
1
よ
最
算
索
嵩
の
岱
ド
ぎ

ヒ
漁
毒
へ
し
7
上
に
婁
◎
、
潰
の
規
領
は
伝
之
ら
肌
τ
口
る
ぽ
り
七
塗
っ
と
甫

『
〕
N
嵐
暴
納
画
十
血
氷
、
傾
斜
五
9
雇
位
．
所
々
に
耐
漿
愉
が
生

乙
乙
口
る
が
一

、
蝋
酬
口
売
舎
η
溢
F
ご
あ
る
．
ア
巧
サ
イ
レ
ン
に
て
f
隣
尽
㎜
食
后
関
甲
．
川
眞

が
瓢
り
歩
本
了
7
灸
し
僧
上
、
倣
井
か
樹
上
す
る
、
病
六
貫
盤
畠
罐
、

P
6
王
僻
篠
呪
、
こ
の
眉
瞬
に
頭
沢
伽
ぜ
り
取
鷺
ぐ
・
ど
～
ク
か
ら
鳳
P
3
の
ノ
ッ
、

胃
し
露
ノ
ザ
・
。
ー
ス
鶴
着
に
映
之
築
レ
碧
た
．

承、

【
二
江
d
、
へ
覇
）

轟
呂
レ
」
炉
足
三
ネ
・
ノ
・
怯
し
た
論
ご
凹
拓
び
午
4
舗
印
．
漁
於
畔
へ
行
）
ヒ
熟
多
．
’
「

議
畷
に
フ
＜
．

　
　
法
旧
、
沸
栄
　
　
　
（
瀬
、
，
超
漣
瀦

ゑ
　
｝
ヵ
、
五
嘉
讐
・
月
量
肴
了
㎜
天
9

捻
　
メ
ン
片
ー
　
沿
樋
田
宏
二
郎
ハ
」
）
慮
爪
銘
諾
墳
殉

捻
　
ザ
、
ー
ル
翻
∂
米
）
｛
．
≧
ユ
う
ヲ
離
　
因
…
サ
ー
M

　
　
㌧
㌧
黛
白
池
賦
唱
q
P
鷺
正
ゲ
靭
㎜
轟
O
厳
フ
双
ー
ス
め
ル
～
ー
蔑
添
、
齢
驚
叢
の
申
後
雑
な

廼
形
の
羅
謙
り
の
に
契
、
じ

井
三
控
蜻
．
当
て
墜
の
綴
鰹
、
文
翻
レ
じ
て
発
蚕
、
」

謙
て
0
る
石
講
醐
花
騰
藍
魯
の
罵
ー
ト
凹
ど
教
マ
ゐ
俘
辰
し
芦
一
予
凱
尻
に
入
さ
ね
藻
が

夢
あ
耕
蹉
竃
さ
双
に
マ
凋
あ
曇
・
婁
誉
教
マ
リ
万
墾
止
し
父
た
読
が
確

一
〇
月
こ
五
鼠
　
へ
磁
捌
．
直
由
、
雨
　
土
口
艦
）

　
、
鑛
山
（
瀞
ガ
三
⇔
＼
ー
f
三
習
田
ー
f
軸
吸
環
・
麟
馬
』
熱
凸
f
（
　
皿
血
つ
O
）

　
発
げ
な
め
の
砂
虫
吹
嬉
，
の
、
藤
鳴
祇
と
蘭
至
こ
呼
ぶ
ト
サ
刀
の
か
ム
が
す
ご
い
。

一
〇
層
二
六
已
　
へ
雌
晒
ん
題
ガ
λ
）

　
軸
天
苗
㍗
（
〇
七
三
〇
）
1
ー
六
祠
燕
劇
満
（
｝
〇
三
Q
5
｝
一
ヨ
o
）
－
ー
；
P
6
〔
一
j

　
O
O
ヤ
ー
f
P
ー
ヘ
｝
亀
三
φ
▽
｛
占
オ
ィ
再
■
γ
…
7
（
　
一
八
三
の
V

原
之
セ
う
な
笛
釈
川
の
澱
れ
》
『
、
薇
渉
し
羅
糠
の
禾
端
に
と
り
｛
ノ
く
。
．
＼
、
、
仰
註
例
丁
㎜
ま
じ

墜
面
の
麹
墜
丘
斌
々
ナ
妥
径
レ
嶽
β
．
．
谷
傷
雌
前
濾
卸
ー
ト
ぎ
築
．

荷
ぼ
振
5
淑
じ
暑
精
億
艮
く
な
い
．
C
嵯
は
正
函
き
登
ろ

，
㎝
、
・
滋
ヨ
ー
又
覆
嵜
・

で
鋭
D
7
レ
ー
ト
で
あ
る
ボ
所
、
々
に
シ
ラ
ビ
ゾ
の
琳
樹
が
あ
リ
慰
擁
と
き
望
で
碧
台

饗
い
・
を
峰
2
i
又
ゑ
鋒
で
認
る
聾
誉
か
し
妥
く
傾
稗
罫
バ
け
賛
．

蟹
蔑
鐙
η
ラ
ス
鮮
あ
リ
嫉
イ
ル
芝
累
つ
ま
じ
穆
な
く
登
る
．
蕃
ち
煮
ぼ
．
頭
・

璽
直
に
近
n
落
争
繰
竃
轡
い
て
七
鼻
⇔
承
下
の
費
碧
随
で
転
糞
ろ
う
、
、
3
．
樽
、
！
、
，

．
㍑
石
輔
婦
、
激
一
沌
句
ン
賓
〔
と
探
日
簾
生
杯
ど
な
り
が
ス
わ
泌
て

氷
な
a
蒼
本
晒
、
峯
財
し

行
2
伊
い
セ
セ
聡
恨
ご
オ
カ
ン
す
る
。
．
　
楓

コ
）
月
二
七
已
　
（
快
購
）
　
6
醗
気
遜
㌣
で
ナ
ス
5
度

　
B
ρ
へ
O
八
○
○
）
－
ー
i
水
麟
、
山
（
㎜
㎜
O
O
5
㎜
二
（
）
O
）
ー
’
－
穣
、
涙
飽
「
繁
、
、

　
一
五
〇
。
）

ヤ
セ
犀
．
糠
左
し
磁
ン
痘
お
ろ
蔓
二
入
の
峰
で
あ
、
．
卜
、
．
煮
・
9
餐
罧
、
農
愚

め
太
氷
と
の
落
4
の
後
づ
か
ワ
乃
し
セ
奮
き
踏
ん
で
氷
賊
の
指
肩
に
．
掛
か
．
、
鰹
参
厭

際
ε
背
に
覆
娠
へ
行
く
．

一
〇
月
二
八
日
　
（
．
溺
）

　
、
権
搬
ハ
O
ヒ
ゆ
0
）
ー
浦
ー
芝
曾
酎
（
｝
二
〇
（
v
）
i
～
蚤
山

轟
駄
士
三
沢
に
わ
セ
る
偵
察
の
鶏
興
、
禰
壷
溺
黛
功
へ
の
穴
き
な
自
菌
滋
僻
セ
。
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．
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．
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縛
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翌
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醐（6）一

△
行
麟
卿
・
報
比
ロ

〔
…
月
こ
七
臼
〕
（
映
晒
）

　
暫
寝
（
O
さ
　
盃
）
蓋
脚
（
○
几
釜
o
）
ー
理
三
二
國
（
」
岬
O
ゆ
￥
ー

　
広
瀬
く
一
四
〇
五
）
i
B
日
（
岬
五
〇
〇
）
ー
ー
藁
訳
奪
爽
へ
一
五
糞
ε

　
I
B
日
（
｝
七
甲
五
）

林
．
商
春
、
下
石
坂
．
佐
脩
の
鷹
岳
先
輩
兜
難
警
第
送
リ
き
磁
け
て
出
発

荷
物
は
欝
八
貫
。
轟
婁
弓
五
＋
介
遅
ガ
ダ
く
と
ゆ
ら
激
て
三
鶴
～
穣
く
，

　
天
気
ぼ
農
く
初
蔓
の
微
ド
あ
る
，
鱈
だ
麺
何
極
む
曇
ら
㌻
．
容
Φ
鞍
備
盈
構

　
纂
っ
乙
目
る
我
マ
に
ど
つ
ご
慮
企
く
気
窟
気
魯
い
。
塗
中
曇
取
～
ー
礁
渡
綬
走

　
の
ぺ
ー
一
、
誓
に
会
い
蟹
量
議
く
と
甲
煽
二
濫
だ
と
蓉
う
．
広
蔑
ぼ
入
リ
ト
サ

　
方
彪
恨
の
ギ
管
翠
歩
な
ン
砂
工
ッ
ト
が
羅
之
出
す
と
や
ぱ
り
双
々
豹
4
患
な
か
き

　
立
て
ら
温
る
・
β
H
（
襯
戯
小
麗
｛
磁
原
氏
窟
）
花
ぽ
日
原
氏
は
留
魯
葛
縫
が
入

　
つ
て
0
る
．
一
俸
後
杯
．
下
頑
鍍
は
渡
譲
窮
舗
萱
へ
．
肉
懸
伽
鱈
ば
θ
H
の

　
肇
欄
。

　
笈
渉
奥
ほ
水
量
び
D
つ
カ
よ
り
少
U
の
資
九
3
な
石
．
ご
磁
面
ま
作
る
ぽ
け
苔
響
は

　
亨
ん
だ
・
我
々
に
と
っ
τ
最
犬
璽
万
畢
で
あ
る
ラ
ジ
ゥ
ス
ぱ
テ
ス
ト
畏
賢
．

〔
三
月
二
八
a
〕

Q
先
発
琢
林
蝋
下
四
㊨
　
（
嚢
串
爾
）

　
B
H
（
　
〇
六
黛
五
）
t
小
露
”
場
（
　
（
　
一
四
五
）
～
壷
ハ
畏
嗣
鵬
凹
（
　
剛
一
流
五
ば
ソ
騨

　
面
三
五
）
ー
A
G
（
｝
五
紳
O
）

出
発
の
際
「
東
沢
含
鍛
の
た
め
入
ぞ
D
る
も
の
が
厩
る
か
ら
登
茨
労
蓮
餐
乙

尼
の
歪
セ
云
な
琳
一
甘
鎌
な
気
聴
に
つ
・
慧
幽
巻
壷
目
煎
嵯
そ
ひ
乞
る
懸
癒
の
霜

峰
は
我
々
に
拍
巌
菱
が
け
る
，
ザ
ツ
ク
ぴ
大
き
く
痩
渉
臭
之
の
十
7
コ
ギ
傲
な
研
な

か
の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
。
白
布
を
頼
り
に
無
箏
癒
渉
莫
へ
下
蚤
で
る
。
裡
渉
織
前
麟
の

瞳蓼e

容
錫
に
愚
過
。
ト
サ
幻
春
の
朽
ち
セ
禍
蕊
叢
蝋
ほ
口
ざ
／
、
本
椿
醜
ね
樫
り

で
箒
が
吹
き
出
し
て
禾
る
。
皿
由
猛
o
度
位
の
傾
斜
ど
承
に
劔
木
が
行
等
三
墨
し
、

ヰ
ス
リ
ン
タ
き
ひ
つ
が
ロ
善
労
す
る
．
例
算
の
蚤
瞭
か
皇
警
。
厳
附
近
庫
唇
、

狛
当
羅
の
雪
差
予
瑠
レ
て
0
セ
加
一
面
藪
が
出
蓼
る
気
臨
な
な
く
カ
ン
脊
v
、
に
い
箭

て
つ
9
セ
氷
と
よ
と
石
繍
花
の
7
ッ
シ
甚
炉
果
レ
な
く
上
部
へ
競
／
臨
び
り
る
あ
ハ

，
皿
麟
斜
な
の
石
薔
慶
ば
ぐ
ん
く
上
る
ぴ
荷
は
箆
≦
ぐ
シ
“
9
に
め
ル
ー
．
町
．

ア
イ
γ
で
纂
ぱ
囲
雛
ど
な
り
岩
小
屋
左
蕪
・
、
よ
う
や
く
環
謬
霧
署
と

ら
饗
躊
恥
岩
陽
ほ
養
b
た
，
岩
び
ヤ
ろ
く
荷
が
大
洛
の
で
籍
乏
偶
朕
づ
ド

よ
U
上
ぼ
出
る
・
大
岩
帽
吻
下
に
テ
飛
し
、
ま
マ
V
型
の
療
諾
レ
た
び
り
ー
を
つ
め
尼

へ
諏
撮
程
t
忌
ー
ス
．
Z
の
±
四
五
米
が
逆
戸
至
6
号
き
な
し
、
や
、
困
轡
e

あ
る
．
頭
沢
側
バ
ン
ド
誓
前
よ
け
四
。
墜
本
左
ヲ
ワ
ク
ス
し
∬
り
ー
豆
e
セ
昏

す
。
A
蓄
ケ
ン
三
本
侠
鯖
．
デ
㎡
に
引
き
返
し
往
ッ
ク
遅
指
函
ハ
O
借
畢
箆
に
登
る
。
7

イ
ッ
ク
ス
の
上
蔀
蔵
嚢
の
付
い
て
巨
る
バ
ソ
ド
つ
尺
中
）
互
ト
ラ
パ
ー
ス
で
煎
母

後
は
ホ
ー
ル
ド
．
ズ
ク
ン
ス
募
に
豊
畠
な
麟
醒
上
の
登
り
で
太
テ
ヲ
ス
百
あ
る
、
な

疲
も
二
承
軽
が
竃
認
り
石
楠
花
め
懸
集
地
第
へ
と
び
こ
み
ホ
ッ
と
す
る
，
下
五
晃
下

尋
9
と
衝
”
下
に
歯
尽
沢
が
白
く
お
～
古
罵
⊃
p
心
H
ぴ
法
撚
く
胴
侶
Z
る
。
ω
澱
ぴ
終
つ
て
…
白
勉
入
』
欺
九
に

の
も
束
周
倒
本
ど
ヲ
者
ル
に
苫
し
め
ら
肌
る
．
悪
戦
苦
斗
の
季
失
緯
と
の
中

画
の
や
毒
娯
斜
の
落
ち
セ
雄
貞
に
A
C
菱
薩
設
す
る
，
ヲ
ジ
ウ
ス
悟
調
な
る
轟
夕
食

葡
ズ
ム
ー
涛
に
迅
来
る
．
偲
餌
し
て
P
陀
函
び
馨
り
出
し
テ
ソ
ト
の
思
往
柱
」
ぱ
薇
ぐ

少
々
く
さ
る
。
気
揺
マ
ィ
ナ
ス
［
“
二
度
『
八
瞬

O
後
落
隊
福
田
磨
瓢
郎
州
D
、
弛
田
　
京
田



馨
毒
嚢
慧
蒙
毒
謬
嚢
奮
嚢
垂
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、
蓼

勢

垂

霧
慧
鹸
謬
讐
鞍
鯵
霧
、
霧
雛
韓
逗

“（ア）一・

　
塩
山
へ
。
九
三
〇
）
t
三
冨
へ
構
鱒
Q
奥
）
ー
B
H
（
御
囲
ゑ
σ
）

踏
洲
貰
の
穴
ス
に
薦
帆
み
込
ん
だ
鰭
天
の
キ
ズ
リ
・
ソ
か
は
乗
寝
の
白
脹
緯
　
に
会
ひ
．
圃
つ

セ
．
よ
う
や
く
顧
放
さ
れ
馴
み
駅
亭
流
れ
～
酷
め
つ
、
B
目
に
向
う
・
B
日
よ
り
戴

る
ト
す
刃
雇
蟹
は
下
半
、
婁
老
だ
又
蜀
つ
ト
み
垂
薩
に
砦
＞
り
立
つ
て
山
塞
爵
の
趣
き

契
鎚
き
鼠
っ
て
し
．
患
の
神
欝
な
議
紐
承
き
蝦
々
に
抱
か
し
め
る
・
先
孫
の
憩
終

用
紙
に
ょ
曇
渉
忽
配
馨
差
短
る
・
折
か
・
r
温
り
出
し
セ
爵
に
朗
日
赫
配
ぼ
、

肇
一
颪
二
九
a
〕
（
蹟
膚
厩
贈
）
、
A
G
六
鯵
》
イ
ナ
ス
三
痩
C

　
O
　
…
峰
フ
ィ
ッ
ク
ス
エ
作
　
　
閥
巻
躯
伯

A
C
よ
り
£
は
倒
木
群
亙
芋
栄
あ
さ
に
ナ
ダ
メ
Z
打
つ
．
乙
の
磁
リ
主
擾
と
倒
稜

の
判
刷
が
詐
常
難
羅
鵠
む
ガ
ズ
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出
欺
ぽ
λ
＋
パ
ー
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ル
i
ト
き
失
す
る
悪
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か
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簡
縫
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暴
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ε
右
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む
尼
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リ
↓
乙

五
米
ぽ
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卓
色
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．
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パ
ソ
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に
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5
パ
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ス
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薦
構
循
脚
荏
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か

ん
む
鰹
く
壇
上
、
に
泣
っ
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鱈
き
蓋
じ
之
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な
ぐ
り
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強
民
に
あ
あ
ら
溢
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5

6
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コ
由
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る
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軽
“
．
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費
ぼ
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し
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秩
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セ
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め

ずらレ

D
ア
ル
ペ
ソ
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夙
瑚
谷
あ
る
・
腕
璽
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ー
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師
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陵
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．
工
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中
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強
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あ
ら
れ
て
苫
勇
誼
脅
蒙
・
摺
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度
葱
臼
寸
降
ら
し
＜
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岩
湯
の
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に
樹

木
、
跳
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ロ
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石
照
鯨
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ン
蘇
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ム
斉
蓬
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レ
て
見
佐
リ
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陰
が
背
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は
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の
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林
否
あ
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・
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る
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森
糠
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τ
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滞
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猷
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澱
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薦
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。
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岸
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茨
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．
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搾
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落
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蜥
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．
や
玉
七
す
鼠
陣
中

り
落
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＃
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．
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＋
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．
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翫
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鍵
職
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灘
蕊
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　丼9ノ
し皿

セ
ラ
ジ
ウ
天
が
快
舗
闘
．
二
隊
の
任
務
も
愈
職
セ
の
否
明
簿
の
六
鮒
鱒
場
下
降
の
つ
ら
さ

も
忘
照
て
全
勇
愁
置
す
る
．

〔
ミ
塁
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日
〕
へ
曇
）
　
A
G
マ
イ
す
ス
5
度

O
皿
隊

あ
と
懲
石
警
冠
毫
璽
藁
激
蹟
末
る
と
贈
う
と
盆
然
と
フ
ア
ゲ
ト
ぴ
聴
掌
莱
薩

。
蓑
ぼ
か
た
く
し
壽
つ
ζ
の
る
璽
の
上
ぎ
快
戯
に
日
ヅ
チ
㌻
じ
↓
げ
る
・
炉
ッ
グ
の
重

さ
に
も
馴
れ
八
試
弛
嶽
も
懸
激
今
ま
石
程
苫
し
く
な
臼
、
笠
ρ
巨
木
鐵
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の
叢
優
の
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け
に
か
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て
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掌
上
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と
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上
ぴ
る
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書
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の
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け
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．
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逆
．
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て
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て
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佐
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．
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介
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縦
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日
る
の
石
榛
重
に
下
る
、
大
岩
湯
に
「
、
ら
㌧
び
つ
い

τ
登
り
よ
り
恵
ゴ
か
し
い
己
た
ん
基
部
耳
で
下
リ
埜
ツ
ク
き
置
い
て
7
・
ソ
案

左
撫
牧
ア
フ
林
イ
レ
ン
で
下
降
．
爪
岩
場
わ
無
華
下
富
石
爪
屋
の
下
て
盤
夫
に
半
彊

翻
前
に
ト
サ
カ
麗
へ
下
ら
ぜ
ら
液
る
が
、
今
劉
樵
夫
の
踏
跳
加
あ
る
だ
け
の
猫
穣
／
、
べ

き
魚
飛
醐
五
若
心
レ
ド
サ
カ
春
本
瀧
へ
下
る
・
尾
根
の
薪
の
凍
生
林
も
燕
栽
の

手
が
入
れ
媚
胡
ら
れ
、
い
っ
爪
栽
蟹
藩
季
粂
る
か
め
か
ら
す
ヒ
マ
ぐ
－
し
な
だ
っ

対
鐸
の
勲
虐
に
墨
る
，
賄
面
が
早
日
の
e
B
目
も
つ
い
費
に
楚
理
撤
瞭
、
・
ナ
メ
ラ
天

の
河
原
で
あ
と
箏
般
暮
ぎ
楽
し
み
な
が
ら
今
巳
囑
台
幽
経
、
下
石
糠
ど
馴
れ
の
コ

ン
ダ
祷
ロ
ト
サ
方
の
毫
根
置
振
リ
返
リ
な
塗
2
二
留
へ
下
つ
癒
、
幽
巻
下
石
販

ほ
昼
R
、
林
、
京
附
口
三
隊
と
翁
す
ぺ
く
韮
，
崎
へ
向
う
。

Ω
㎝
隊
（
激
野
岩
騎
　
木
下
）
二
隊
の
報
告
ぎ
璽
け
て
庭
繕
，

〔
皿
月
一
日
〕
（
晴
后
く
も
り
麿
雪
）

0
　
㎝
隊

　
甲
武
信
爪
屋
（
〇
七
㎜
盈
Y
l
富
士
見
（
〇
九
三
〇
）
ー
葺
蝉
岳
（

　
O
）
｝
衷
弛
小
量
へ
｝
七
〇
〇
）

六
てフ



qω一

甲
鼠
信
窟
ま
吾
は
快
亜
。
頂
上
が
ら
購
雌
岳
ぎ
な
が
め
て
普
の
山
容
の
馬
鹿
’
テ
刀
い

の
ξ
ゼ
リ
す
る
．
葉
鷺
雲
昼
梨
羅
窪
只
後
属
・
呈
贋
高
慧
伍

部
乙
あ
る
Z
と
が
判
っ
吃
）
の
ト
レ
t
ル
雛
あ
り
ゆ
ッ
チ
旬
上
へ
、
》
綾
が
、
午
盾
小
ら

ぽ
雪
が
く
さ
芝
腰
ま
奪
ヵ
ぐ
リ
バ
ロ
撫
す
る
・
レ
か
レ
何
ど
云
ヌ
も
天
下
の

主
駈
縦
建
跡
だ
。
璽
拳
と
［
瓜
之
ど
も
馨
媛
通
リ
ピ
ッ
乎
ぴ
出
る
，
團
師
鑑
五
登
り
切

り
東
の
万
、
ト
サ
力
犀
、
根
き
見
下
す
ど
主
躍
が
ら
撤
生
し
【
n
る
支
謎
に
岩
峰
露
か

さ
之
さ
ら
れ
ア
し
い
馳
、
茨
甲
か
ら
せ
し
て
豪
沢
か
ら
仰
ぎ
見
る
旅
な
「
紳
の
斧
き

以
っ
て
断
ち
切
っ
を
3
と
田
毘
婁
甕
き
し
て
書
が
レ
め
登
あ
畑
襖
的
殻
薄
惨

さ
は
何
処
に
も
見
当
ら
す
、
あ
蘇
り
に
も
か
牲
酌
な
懸
姿
痒
滝
電
写
や
、
圏
面
の
遡

々
は
黒
雲
の
ウ
ユ
ー
ル
に
つ
、
薫
器
P
も
の
置
辱
る
。
早
々
に
積
上
2
辞
し
、

大
弛
小
墨
へ
下
る
。
小
屋
の
中
疑
落
激
つ
ぼ
な
し
石
子
腺
註
葱
鼻
蚤
圏
と
き
め
セ
．

夜半より

雪
と
な
リ
ナ
イ
D
ン
テ
ン
に
廿
ラ
く
と
峡
b
蓄
き
箕
ミ
降
り
し
さ

る
．
、

〇
　
三
　
隊

　
塩
川
（
9
九
｝
＝
一
｝
）
｛
金
出
ハ
｝
卿
蘭
五
）
ξ
金
山
騨
（
騨
大
｝
五
）
｛
モ

　
一
暴
営
（
｝
六
四
〇
）

モ
書
輿
も
あ
ろ
う
か
と
霊
蝦
る
馬
麓
砧
痘
キ
ス
リ
ン
タ
き
背
皿
騨
っ
て
あ
よ
藁
賦
の
な

U
彪
き
金
脚
へ
ど
葱
ぐ
と
も
な
く
歩
く
。
敦
歌
鉤
な
水
集
の
ひ
y
膨
昔
ら
籏
々
セ
と

つ
藩
動
物
前
憲
鵡
セ
翻
毒
．
し
が
し
我
条
鷹
源
鹿
ぼ
も
馨
ら
、
唇
べ
き

・
草
原
と
由
簾
の
金
由
泌
着
寡
墨
峰
ど
ゼ
綴
き
め
ぐ
ゐ
岩
肌
の
山
々
2
寧
振
驚
る
や
由

然
と
新
し
い
フ
ア
イ
ト
が
出
て
気
た
・
金
出
峠
姦
じ
憂
白
輝
林
の
中
ぼ
テ
ン
ト
芝

張
る
．

　
〔
四
月
二
巳
）
　
（
癒
薦
隠
瘡
晒
）

O
　
｛
　
隊

　
響
地
（
㎝
五
〇
〇
）
，
！
1
鞘
〔
O
岳
（
τ
｝
こ
O
）
蕊
壱

P
～
気
梅
蒼
藍
の
音
ぎ
肉
U
て
G
る
内
に
．
い
つ
の
誠
に
か
み
静
．
漁
と
雇
り
餓
疹
。

餐
麗
祷
ぱ
一
繭
汰
典
下
に
下
フ
τ
く
激
な
い
．
、
爾
．
費
は
さ
オ
び
の
飯
職
ナ
イ
ロ
ノ
テ

ン
ト
カ
無
藩
e
あ
胤
、
凝
米
の
た
め
シ
ュ
う
ワ
が
ぬ
瓶
て
居
住
艦
ぴ
籍
、
い
が
、
麗
8

の
行
勤
獄
⑦
で
資
俊
齢
と
夫
し
欝
乙
暮
ち
つ
け
る
，
皆
不
畏
気
な
顔
だ
、
午
応
二

麟
震
に
歪
9
索
上
る
や
行
動
闇
協
と
畜
聖
救
縮
合
、
護
磧
＞
＜
周
趣
撤
収
ペ
ヴ
、
キ
ノ

ヌ
寸
る
，
あ
わ
τ
》
昼
食
と
ほ
あ
な
り
爾
ご
腐
っ
セ
嚢
き
わ
ひ
ん
で
麿
み
し
め
牧

み
軽
着
建
蓼
雷
曽
費
輿
と
楽
・
，
嬰
暴
完
餐
醤
忌
管

朗
再
の
毒
王
に
胸
互
蒜
く
ら
慧
廿
朝
日
岳
硬
上
に
舟
蟹
の
山
礎
矯
瀞
釧
、
乙
有
う
。
ク
訓

癒
な
～
爵
と
餓
く
激
し
く
な
っ
勉
且
と
灘
喬
る
饗
皇
晶
募
橘
丞
b
、
惑

束
さ
爪
セ
・
愈
い
て
℃
さ
ゆ
い
否
む
明
臼
は
金
峰
蕊
葱
乏
て
下
卑
だ
、
、
胤
び
テ
ブ
ト

を
吃
》
さ
外
6
ぱ
漕
が
規
に
さ
ら
ノ
＼
と
ぼ
め
近
激
て
b
ゐ
．

〇
　
三
　
隊
　
　
　
　
　
　
r

　
幕
営
施
（
Q
セ
五
Q
）
t
冨
士
晃
平
（
o
八
皿
五
）
ー
（
o
塩
O
o
）
ー
大
日

　
小
一
屋
（
一
〇
五
〇
）

薦
＄
産
出
雛
、
葭
も
に
直
ち
に
急
な
里
宮
φ
懸
り
雰
る
．
重
椿
蔵
に
蕃
し

ウ
も
ひ
と
し
塾
あ
盈
颪
ヤ
木
分
激
し
く
な
醤
聖
晃
軍
易
奮
律
み
も
体
が

・
冷
乏
る
だ
け
で
あ
っ
筐
。
量
々
に
丞
亮
八
ッ
岳
が
爾
の
印
に
自
く
煙
っ
三
兇
、
ヱ
る
。

暫
は
せ
U
ぜ
い
孟
寸
位
～
㎜
尺
位
，
土
躍
墨
て
居
る
．
や
は
り
今
葺
ほ
聾
ぴ
例
舞
辻

り
す
っ
と
少
い
霧
．
『
や
も
て
激
跡
、
あ
書
σ
に
も
墨
費
謡
幕
し
た
ト
耳

尾
轍
に
対
レ
て
牧
々
の
聡
ぺ
講
樋
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
す
る
触
を
、
雪
少
な
ヒ
云

戸
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4

｝P

鵬
：二：勾

窪

ゑ
匠
が
紅
消
薯
く
参
タ
濤
け
謬
は
ト
芳
尾
糠
き
も
尼
正
し
ぐ
誹
催

し
セ
．
芝
し
て
も
っ
．
と
（
、
、
題
擁
件
の
賄
芦
。
℃
児
墜
暑
自
信
ぼ
跡
る
・
又
禽
億

鳶
マ
く
考
し
棄
像
濠
儘
薯
妾
つ
聾
て
客
疑
爲
ρ
雨

で
雪
が
痴
リ
ス
キ
ー
靴
石
は
ス
テ
ソ
／
＼
の
蓮
続
ぼ
．
米
野
ス
リ
ッ
男
レ
右
ヒ
ジ

に
翼
轡
集
夫
窟
屡
い
、
大
児
屋
は
日
陰
魯
暴
菜
奮
嚢
謬
、
憩
覆

甚
し
く
屋
根
置
修
理
し
中
へ
璽
テ
ン
左
張
る
、
明
侭
馨
隊
が
到
着
し
な
け
淑
ほ
朝

日
箋
否
｝
丁
ン
ト
を
上
ゆ
け
る
累
r
足
。

〔
瞬
璽
二
臼
〕
　
（
映
購
）
了
†
X
七
慶

0
　
轟
隊

・
朝
艮
岳
（
〇
七
〇
〇
）
ー
愈
拝
山
（
の
八
晒
O
～
二
〇
五
》
ー
大
臼
爪
麗

　
（
τ
二
〇
〇
）

理
リ
パ
け
に
ウ
ィ
ン
ト
ク
ラ
ス
ー
「
し
↑
に
蒙
土
に
ア
イ
ゼ
ン
の
ツ
ア
ツ
ケ
天
黛
且
て
繍
．

塗
盆
峰
山
へ
向
う
．
向
し
ろ
先
行
看
の
フ
ツ
セ
ル
や
じ
…
ル
も
消
ゑ
失
姓
新
爵

の
上
き
我
々
の
ツ
ァ
ツ
ケ
ス
顎
ー
ル
姦
レ
て
行
く
の
が
無
性
に
う
れ
レ
い
．
倣
曳

義
ぱ
切
る
ど
；
暴
白
の
金
峰
め
暫
原
瀦
今
謙
誓
森
蔓
歩
さ
つ
、
＞
け
て
果

セ
我
々
に
は
塗
く
秩
翁
な
興
蕊
u
も
、
昨
無
畠
蚤
な
印
象
き
噂
ぴ
飯
濠
し

を
取
捻
．
輻
卵
さ
煎
る
森
の
賜
器
ぽ
我
名
唐
き
射
老
レ
て
澱
々
の
肌
Σ
じ
り

じ
リ
ヒ
焼
臼
炬
．
ワ
ノ
グ
ラ
ス
む
か
δ
事
9
き
し
」
隆
つ
び
世
な
が
ら
出
項
に
血
つ

た
・
長
年
の
宿
望
左
達
し
た
の
ぼ
，
今
ぼ
な
職
ぽ
暖
冬
異
要
酉
遜
蟹
毘
の
少
U
の
傘

物
艮
り
な
け
、
し
か
レ
例
之
酔
量
耀
い
か
に
響
く
と
も
澱
4
は
植
実
に
目
的
左
果
し

【
P
に
う
つ
、
房
ト
蕩
尾
磐
異
繕
以
西
譲
誉
双
々
壱
て
義
煎
衷

で
曽
詮
、
警
菓
・
劔
罫
警
墨
癌
究
激
孟
姦
y
ン

バ
ー
ン
ッ
ア
に
謙
び
つ
け
侍
り
療
た
カ
メ
ラ
ー
ド
の
文
畷
に
よ
る
も
め
費
あ
る
、



「
　
フ

ハ∠Gり［
か

五
畏
岩
の
．
複
が
ら
か
甘
小
な
エ
ー
ル
が
園
之
る
・
五
丈
岩
の
上
紛
ら
佐
伯
．
池
躍
の

若
壕
が
、
イ
セ
ワ
ー
ー
し
ど
鍵
羅
声
乞
張
り
上
伊
て
施
答
す
る
，
今
年
ぼ
彼
答
の
隔
舞

台
だ
・
ど
う
や
ら
三
隊
厭
末
旋
ら
し
い
ヤ
木
下
、
寂
田
、
岩
噛
衆
野
旅
の
順
に

昼
フ
象
る
、
胃
入
㎜
人
握
登
と
交
ず
．
「
あ
日
出
と
う
」
「
御
董
罧
」
、

｝
埋
向
に
わ
豫
）
ζ
岩
ど
雪
と
取
組
・
ん
で
い
セ
蔵
々
に
と
つ
で
み
議
鰍
の
畷
い
顔

で
迎
之
ら
れ
を
こ
と
口
、
ム
ブ
迄
緊
嶽
し
て
口
尼
郵
経
が
ゆ
る
み
．
何
が
の
シ
翁
ッ
ク

薯
妻
盈
し
旋
い
よ
り
な
尽
激
に
孝
わ
唄
た
．
残
留
齢
饗
か
ら
璽
翫
怒
謁
み

や
庚
が
封
左
拠
ら
双
、
赴
し
て
三
隊
の
椿
参
し
陰
新
鐸
な
驕
の
氷
が
何
よ
り
わ
肩

難
か
つ
セ
．
南
面
び
タ
リ
之
κ
葦
充
分
楽
し
ん
だ
後
、
下
薩
に
ひ
㌧
る
。
ア
、
盃
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ン
耀
挟
魔
に
き
く
内
に
穴
日
小
屋
に
着
｝
D
セ
．
水
場
上
部
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
で
ス

テ
ッ
ア
腕
り
の
練
趨
す
る
，
ダ
食
嫉
か
レ
t
ラ
イ
ス
。
｝
蘭
筒
、
厭
リ
に
口
に
寸
ゐ
釈

の
昧
ほ
格
別
捻
っ
た
。

？
o
…
隊

、
大
日
小
屋
（
〇
七
三
〇
）
ー
ー
金
眸
山
（
ρ
九
三
〇
～
｝
｝
〇
五
）

〔
凪
阿
四
β
〕
　
（
鯖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
介
蚊

　
六
臼
小
一
犀
一
（
ρ
八
［
σ
）
ー
闘
国
士
σ
男
皿
八
〇
九
一
五
）
t
盆
田
山
騨
（
O
力
圏

　
Q
～
Q
九
五
〇
）
ー
塘
“
田
（
一
〇
｝
烈
～
一
｝
五
〇
）
ー
ー
溶
合
（
一
二
一
9

　
i
鱒
密
（
コ
士
。
）
ー
遍
川
（
一
四
二
〇
～
｝
五
二
五
）
　
　
　
韮
瞬

雪
び
か
4
ノ
刀
チ
ン
な
の
だ
一
応
ア
イ
拠
ソ
で
下
る
・
気
が
ゆ
る
ん
だ
の
ひ
一
隊
の

塵
皆
檬
し
か
ビ
者
Z
色
て
り
勺
豊
嘉
に
ケ
垂
昌
竪
舅
喬
も
う
謎

め
ら
以
な
P
．
此
所
で
壽
驚
が
キ
ヘ
一
ね
く
と
丞
、
り
八
イ
刀
i
五
・
人
に
会
う
，
面
劉
が
♪

o
算
∠
は
呑
そ
ヤ
っ
八
イ
刀
ー
φ
〈
ω
す
る
禽
だ
ζ
季
2
立
谷
ソ
ど
塞
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄
套
　
　
鼎

い
．
金
田
φ
箪
原
に
ね
こ
ろ
ぶ
と
急
陰
も
う
和
璽
η
ん
だ
ど
丞
う
Z
と
が
春
ぎ
一
足

と
ぴ
宅
て
身
近
く
慰
ぜ
ら
煎
、
A
舞
の
「
意
甜
に
も
矧
脈
豊
斥
奥
楚
め
出

血
誉
族
㎜
盈
り
・
な
が
ら
幽
『
々
と
し
た
融
遇
左
畷
が
な
轟
脇
一
と
土
の
香
互
身
に
拙
継
じ
な
が
ら

温
川
へ
と
釦
山
塞
つ
花
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菰
、
輻
田
　
記
）

命
A
艮
硝
糧
報
生
口
　
　
　
　
　
、
　
東
田
葺
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
．
の
厳
遠
性
禦
蓼
求
ご
れ
毒
夫
き
な
帽
術
ご
ぼ
7
あ
方
鷲
が

昭
警
e
あ
る
・
z
の
レ
～
ζ
ン
裸
用
藷
霜
果
き
反
眉
し
て
見
勾
と

○OQOQ
食
享
の
捧
備
ぴ
餓
癒
化
レ
た
、

食
懸
の
踵
不
昆
及
使
ひ
込
み
伊
ね
か
っ
尼
、

塞
懸
矯
に
食
糧
の
遇
不
足
伊
典
検
レ
や
す
い
・

バ
ッ
キ
ン
久
に
留
意
寸
蝦
縫
趣
搬
『
綾
ひ
あ
る
。

行
動
予
是
ぴ
聖
勇
に
な
っ
ご
も
薙
理
し
や
す
O
。

算
々
乙
あ
る
．
　
　
　
　
　
難

マ
ッ
キ
ン
グ
〕
（
包
襲
）

畑
ッ
ク
ロ
墜
言
×
二
・
三
・
虚
の
ボ
ー
ル
箱
き
用
p
た
，
円
容
の
介
顛
ぽ
紹
・

朝
・
昼
G
り
麺
合
せ
畜
勧
め
て
、
溜
．
ヅ
ク
宍
、
膚
く
の
が
硯
【
凹
る
茎
旅
に
し
た
。
和

ー
ル
箱
ぴ
っ
虚
殺
　
又
ほ
バ
ッ
ク
φ
ヒ
モ
が
切
蘇
た
り
ゆ
る
ん
、
偶
り
し
て
の
た
も
の

が
あ
っ
な
の
竣
Z
れ
ば
主
に
内
容
物
氷
重
す
書
る
Z
と
に
租
爾
し
乙
D
る
の
で
普



　鯵

糞籔馨謙驚蟹

導
＄
讐
憲
幾
、
．

一のG㌧

　
薯
勢
蓼
健
暮
野
匙
低
．
森
薦
ッ
そ
藷
濤
曽
髭

　
籔
不
是
灯
い
か
注
煮
が
泌
要
禽
㈱
る
．

　
　
〔
主
食
）

　
ユ
米
孝
王
食
ど
し
て
用
う
暢
会
に
簸
わ
注
癒
せ
蔚
な
な
ら
ぬ
ご
と
ば
版
事
ぼ
驕
斑
が

　
承
〉
る
蓼
，
熱
蚤
＆
多
量
に
必
単
ど
す
る
2
と
、
特
に
聾
出
蒼
ぱ
籔
が
綬
醐
旗
象
ぬ

　
髭
馨
奪
潔
景
笠
5
嚢
y
、
か
汚
為
窪
ら
君
、
易
、
こ
て
誉
麟

　
的
海
晩
飯
に
膚
ひ
、
小
屋
遭
り
の
湯
合
の
み
朝
む
米
食
ど
レ
惣
．
｝
食
一
当
り
㈲
合

　
五
勺
と
し
セ
．
雌
繕
前
に
せ
ぐ
ぶ
る
う
が
．
と
Ω
誓
お
く
～
ど
も
些
卑
ざ
あ
る
．

飼
　
2
ア
ル
フ
ァ
懸

凍響薯

蕩
日
葱
奮
の
ぼ
し
い
ど
蟹
辮
隙
矯
蓬
衣

　
ヤ
ざ
加
之
る
が
湯
笈
摺
え
ゐ
だ
け
で
｛
叡
穿
簡
軍
に
出
系
る
》
が
、
蝋
工
嚢
一
キ
賑
八
十
円

　
で
高
癒
な
た
め
今
図
濾
才
【
隊
の
み
三
糾
（
オ
ξ
ン
食
晶
株
）
だ
け
使
用
レ
て
み
拒

　
。
押
ヴ
キ
ン
猷
慮
湿
気
に
注
欝
結
レ
て
爺
め
な
。

　
　
3
　
　
糟
ソ

　
ぢ
響
め
護
、
で
憲
蒼
る
め
で
主
乞
て
昼
食
嬢
用
“
、
翻
磐
日
ろ
く
ヒ

　
老
之
セ
・
パ
ン
の
欠
爽
縫
大
一
要
か
ざ
ぽ
る
こ
と
．
Z
禽
施
あ
理
ツ
キ
ン
タ
に
工
轟
へ
r
レ

　
旋
が
、
出
で
は
全
て
琶
の
形
が
都
か
っ
た
・
乾
牒
し
て
蘇
く
な
る
Z
ど
ぞ
あ
る
妹

　
最
初
コ
ッ
縛
で
画
臼
も
つ
㌧
も
け
π
あ
う
、
塗
釈
〆
墨
剛
は
う
憲
く
瞭
ん
陰
・
乾
燥
註

　
茄
ぐ
稀
に
は
包
嶽
も
大
串
で
あ
る
瓶
議
前
に
バ
タ
ー
差
ぬ
る
フ
2
わ
嵌
い
，
同
騰

　
に
パ
ン
に
ぺ
ー
コ
ン
差
は
さ
ん
だ
．
食
孕
の
懸
泥
水
が
な
い
ど
食
國
欝
く
い
斌
各
入

　
パ
彦
対
す
る
緊
巨
碁
、
萎
礫
い
ど
解
急
薩
繁
含
翼
耐
る
わ
め
ら
し
い

，
p
馨
と
議
謬
悪
客
。
誤
暮
レ
奏
暴
盈
震
も
良
疑
蕩

　
る
・
一
食
の
X
当
り
ほ
多
ぺ
二
つ
又
は
フ
望
λ
ざ
ノ
三
ケ
し
し
絶
．

　
4
　
か
ン
パ
ソ
、

濠
の
み
昼
食
弔
と
レ
て
罵
b
盈
な
予
備
壕
静
し
た
．
鷺
季
舞
倹
膠
て
0

た
あ
の
と
小
指
の
先
俊
①
ギ
ン
ナ
ン
ど
旅
マ
る
も
功
ど
二
稜
使
照
レ
た
、
理
ク
ー
ど

の
併
用
は
評
判
が
簾
か
っ
徳
、

　
s
　
郵
席
麟

ど
瓶
も
α
尽
ど
同
じ
く
韓
き
聖
Z
る
雰
鳳
な
く
璽
づ
ぶ
し
旋
．
）
け
5
す
ぐ
練
ヌ

倹
ぺ
ら
取
倉
酋
笹
も
島
く
な
日
・
主
ど
し
と
翻
と
議
に
用
ぜ
．
盈
糟
と
キ
ナ

コ
芦
鹸
う
の
が
い
番
う
護
“
猟
酋
あ
鞠
・
こ
淑
に
麟
，
償
精
の
彪
合
が
あ
り
、
倹
歌
に

悪
影
響
き
欧
マ
が
キ
ナ
コ
6
ぱ
そ
嵐
程
慮
じ
奄
ω
否
食
せ
る
か
ら
で
あ
ゐ
。
認
穆

し
て
食
想
葱
質
響
中
け
撤
署
お
盗
魔
照
気
姿
ち
し
て
あ
び
ぬ
ど
封
の
中

む
ど
け
ご
し
意
う
・
毛
チ
κ
牙
き
別
に
作
り
俵
す
直
勧
匿
λ
批
玉
ぼ
丁
蔑
輿
合
な
鼠

り
　
鞠
食
の
蚤
な
辱
く
至
緬
（
五
合
介
）
ひ
米
め
断
含
よ
U
少
ぐ
少
い
，
キ
ナ
コ

む
騒
少
い
ど
差
寧
る
な
、
．
奮
煮
る
ぽ
翻
の
p
ぱ
日
と
水
膿
の
に
め
か
余
る
盆
む
あ
っ

た
．

璽
奇
る
に
副
喬
と
謬
躰
親
々
口
何
石
ほ
優
香
な
諏
唇
明
e
あ
る
ど
云
乞
る
，

〔
副
食
“
夏
醸
宜
）

墨
轡
イ
耕
ど
介
類
し
τ
、
な
る
雪
〈
事
侶
も
あ
リ
、
食
数
わ
想
、
、
浮
く
の
人
の

碍
み
に
倉
”
穫
つ
と
め
に
。
鰍
立
擦
A
B
C
ー
と
一
定
φ
も
φ
き
作
B
蜜
に

組
合
琶
た
。

　
ー
　
寒

　
A
　
め
き
し
　
　
　
　
　
　
D
　
コ
ノ
ビ
ー
フ
・
干
魚
き
・
バ
ダ
ー

　
B
さ
ん
濠
干
物
・
パ
ク
ー
E
煮
物
ハ
切
干
六
根
恋
場
窟
髄
バ
ダ
ー
）

　
C
蛛
豊
”
　
　
　
　
程
力
レ
人
馬
敢
い
し
ょ
、
バ
タ
ー
王
ね
ぎ
〉



～（凶）一

翠
上
石
わ
が
な
撫
に
、

き
灰
う
予
定
石
あ
う
、
に
ボ
、
腐
§
恐
れ
が
あ
り
。

ソ
に
切
斐
之
臣
、

少レ

菰
奮
琴
ざ
忌
隷
嚢
果
に
瞬
っ
た
、
蟄
暴
蓉
程
む
6
承

ハ
嗣

森
魚
と
レ
て
特
に
蔓
っ
セ
も
の
臓
な
い
、

〔
謡
食
〕

香
隊
三
日
介
左
用
趣
し
．
力
食
分
ぎ
即
儲
毛
チ
、
呵
食
命
き
刀
ン
理
ン
ど
し
泥
。
朔
、
運
嗣
食

母
最
桁
惹
怨
使
財
し
な
か
つ
花
。
脚
溝
モ
4
ぱ
鶴
、
俸
的
更
η
茸
あ
割
猛
観
D
も
の
召
あ
ζ

。
荏
相
び
少
し
頑
鱒
す
さ
る
．

　
　
餅

　
醤
潤
砂
霧
蟻
e
キ
ナ
コ
励
糟

　
　
コ
ン
ピ
ー
フ
　
D
舞
薫
（
バ
タ
…
王
醐
さ
騰
曙
y

　
　
パ
ン
黛
灯
ン
縛
ソ

　
　
ヅ
ヤ
ム
・
バ
ダ
ー
　

D
ぺ
垂
コ
ン
鼓
タ
｝

　
乾
ア
ド
ウ
㌦
チ
i
焚
　
　
ε
ジ
ヤ
ム
・
べ
看
コ
ン

　
薮
心
7
ド
ウ
・
べ
ー
コ
ソ

　
　
　
　
　
灯
ロ
リ
ー
き
多
く
と
る
焉
に
塵
禦
輿
要
α
．
あ
る
葎
．
愚
笙
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塵
搬
ヤ
皐
便
で
あ
り
、
全
部
マ
ー
港
サ

　
　
　
　
マ
｝
が
リ
ン
な
価
の
婆
い
の
が
馨
あ
る
が
、
罵
虫
黒
に
隷
爆
つ
Z
ど
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ド
使
爾
し
海
貸

昧
斜
皮
嘘
婿
百
む
）

24BつJA昼C

巌
食
糧
讃
画
の
全
体
d
晦
重
量
ほ
皿
†
六
貫
で
あ
っ
た
．
そ
以
か
ら
（
篤
斜
嚢
繕
劉
の
人

が
桁
た
ぬ
限
り
、
特
に
層
悲
の
鼠
薮
奮
あ
る
廷
め
．
虜
が
付
蕎
じ
て
食
ら
嵐
な
．
、
な
る
め

む
摺
俸
に
さ
ぼ
ぬ
縫
な
ら
ぬ
．

八
橘
　
　
儒
州
斜
　
藪
　
　
出
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
．
魚
　
田
眉
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
孝
誹
画

　
　
　
　
　
　
　
　
中
隊
石
珊
2
濯
ロ
ソ
ア
ル
コ
ー
ル
4
2
メ
タ
ぢ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
f
ゾ
ク
3
σ
本

　
　
　
　
　
　
　
　
二
主
磁
皿
　
ア
ル
コ
ー
ル
｛
¢
　
メ
ダ
嬉
サ
　
臼
！
）
ク
“
謬
本

蟹
鴛
墜
の
町
題
假
殺
マ
の
所
膚
し
で
口
盈
多
ウ
ス
の
（
口
産
）
調
与
《
聾
贈

ゼ
奪
霧
萱
董
あ
這
．
し
奮
欝
鍵
ぎ
編
加
蕃
尋
響
あ
っ
．
7
、
緊

縮
予
算
馨
η
く
り
世
ぬ
懸
ら
ぬ
馨
に
ぽ
．
溢
う
し
て
む
鼠
寒
け
れ
繍
項

ら
な
か
っ
だ
。
そ
ど
蒼
今
迄
に
㎜
月
戯
蕊
岳
．
二
月
川
誉
蕪
営
練
習
に
Z
戒
霊
澱
っ

旋
詩
嬉
げ
プ
肌
轟
÷
が
悪
か
っ
た
め
で
今
凄
は
得
度
も
離
充
の
杉
本
に
是
き

遷
ん
蒼
｝
部
改
着
て
も
ら
い
倶
嗣
渚
に
も
月
全
労
麺
レ
ゑ
。
愛
校
哩
び
翼
廉
に
巽
農

か舐

籔
レ
て
国
指
ガ
非
常
陀
横
甑
な
調
牙
で
あ
っ
楚
刃
そ
激
で
㎜
応
、
颪
き
、
偲
物
ず

喬
Z
ど
に
0
て
尚
予
備
と
レ
て
ア
ル
コ
ー
ル
（
霞
ー
チ
ー
用
）
メ
ク
鞭
ゲ
き
情
っ
ζ

行
鳶
殻
レ
た
．
歓
父
で
あ
碧
璽
Q
最
悪
ゆ
場
合
ぱ
．
冶
調
弁
祷
っ
て
焚
察
・
斥
る

z
ど
も
老
薦
し
彪
、

　
2
編
　
果

亭
孤
懸
墾
ツ
ジ
ウ
ス
き
持
つ
て
暴
。
べ
ー
ヌ
．
c
1
6
使
爾
、
D
ず
凱
も
畷
調
、

・
慧
箪
ど
斑
亜
〈
丈
夫
ヒ
獺
3
た
塗
礪
、
C
－
濫
麹
臼
呑
隊
竃
迎
之
セ
日
に
邦
気
温
が
下

る
ど
共
詫
急
簿
駄
目
に
な
つ
て
し
ま
う
．
縮
局
綴
定
徳
雄
ラ
ジ
ウ
ス
を
オ
ニ
隊
に
残

し
ご
二
隊
絹
め
義
禽
め
て
ニ
リ
ッ
ト
ゆ
の
ア
ル
コ
ー
ル
、
メ
ク
ニ
o
グ
き
梧
2
L
，
胃

発
レ
億
．
零
猷
備
爪
屋
姦
翌
蒙
萌
憂
つ
て
ア
ル
コ
ー
ル
ぎ
倹
耗
、
Z
調
墨
ハ
熱
慈

猛
の
ラ
ス
ト
キ
掌
ン
ア
謹
石
持
を
せ
乾
。
翻
百
石
は
友
臼
に
太
日
ま
葦
㌃
る
フ
＞
垂

砺
自
と
な
っ
て
石
鶏
鼠
燐
の
婁
蟹
㌘
襖
い
果
す
．
二
隊
は
C
通
養
盛
穴
趨
璽
醒
、
蝦
．



嚢

壌
慕
騰
簗
‡
箋
、
、

｝
し
クちO

　

養
し
ζ
ラ
ジ
ウ
ス
不
調
丞
η
パ
享
し
．
呑
く
ζ
無
事
に
蝋
応
終
つ
花
、

　
3
　
頁
螢

賠
昼
フ
ジ
リ
ス
に
対
し
て
来
慰
な
裂
々
の
破
萄
小
ら
が
又
攣
多
ヴ
ス
自
舜
の
超
衷

ガ
悪
P
か
盈
に
使
け
z
な
蓬
駄
つ
た
、
実
巽
倉
蒼
あ
っ
だ
。
今
賃
ヱ
職
ぼ
つ

い
て
カ
っ
と
覇
究
す
る
と
某
に
一
薇
に
鉱
窃
悉
出
摺
の
雰
蚕
な
費
膀
の
赫
＞
ら
ぬ
艦

料
ぼ
つ
い
て
貫
々
は
嚴
竃
削
の
要
が
あ
る
Z
と
Σ
認
め
る
。

　
カ
ン
λ
り
の
卿
イ
刀
ン
は
ヲ
ン
ト
再
蒼
館
一
切
つ
ご
神
贋
う
と
藷
に
自
に
し
み
爵
罫

・
蒲
く
な
っ
て
曹
し
か
っ
た
、
又
Z
の
鰭
料
”
は
非
繭
虐
爵
縄
ざ
あ
る
と
思
淑
る
。
ア
ル

コ
ー
ル
バ
ー
ナ
ー
は
火
か
も
灘
く
襯
灘
に
調
券
の
悪
D
Z
と
も
な
く
伸
々
ま
い
溝

蒼
は
な
い
か
。
費
用
母
幾
外
高
く
つ
く
於
、
あ
て
に
為
ら
ぬ
ラ
ジ
ウ
ス
左
硬
う
位
灯

⇒
／
あ
方
が
辱
ら
く
込
費
は
な
い
摺
ろ
う
が
・
ロ
ゼ
ゾ
ク
ほ
副
癬
穎
な
ひ
つ
た
。

ラ
ン
ク
ン
ぱ
糖
つ
ζ
行
く
ぺ
幽
㌧
蒼
鵡
つ
彰
ゆ

以
上
、
県
塞
｝
葦
の
劃
人
登
め
マ
た
の
る
不
備
な
真
が
葬
驚
に
葬
葎
っ
拒
。

〆

　
部
報
唇
，
，
露
御

都
豆
立
川
蕎
ゆ
岳
瓢
灘

〃
　
新
宿
高
津
電
都
殿

〃
五
商
出
岳
部
灘

〃
　
π
鎚
鳳
山
岳
勧
殿

グ
　
冨
士
畠
山
岳
部
無

麻
昂
黛
、
園
田
岳
部
　
殿

線
眉
癒
．
会
殿

私「
　
部
　
・
報
」
　
才
｝
六
署

η
部
　
鞭
し
才
一
〇
暑

「
ベ
ル
ズ
イ
〃
才
歪
▽

「
郵
鍍
し
ナ
七
弩

「
や
載
な
み
』
矛
　
二
暑

コ
岩
燕
し

「
墨
撃
」
塗
会
く
天
。
号

○
後
記

群
鍾
の
几
月
り
ー
ダ
1
又
代
に
蝕
っ
て
二
障
部
員
の
弱
体
が
大
河
題
と
な
弓
、
又
二

疑
饗
就
暮
坦
と
修
籍
行
と
β
径
が
重
っ
τ
し
謹
う
に
め
、
王
睾
麗
の
入
試
麿

の
参
撫
伊
麟
須
と
な
っ
た
．
Z
の
捨
め
璽
蟹
期
ζ
瓢
っ
ご
む
蛍
『
五
之
ぽ
爽
秩
域

ぽ
残
雪
期
に
入
る
面
目
に
行
勤
が
か
・
る
・
特
に
今
無
醸
稀
に
見
る
歩
暫
に
み
迂
わ

「
れ
、
蕊
φ
気
捧
ぴ
あ
慧
U
に
も
良
小
っ
た
謬
．
良
0
か
ら
ど
丞
っ
で
不
耶
ヨ

き
つ
の
蒼
織
な
目
溶
、
歳
蔚
し
て
レ
慧
つ
て
か
ら
景
る
ヒ
巖
初
の
意
気
窺
が
穴
き
ひ

っ
た
辻
B
が
、
な
ん
ヒ
な
く
妓
擬
け
し
陰
よ
う
蒼
灯
ら
だ
い
。

　
天
候
に
“
終
鎗
響
れ
、
ぜ
の
上
雪
が
、
あ
コ
u
に
℃
意
外
に
少
か
っ
花
，
大
岩

蝪
乏
し
ろ
三
峰
に
し
ろ
・
始
ん
む
無
雪
期
ど
翼
る
蓼
の
な
n
テ
ク
ニ
ソ
ウ
石
登
リ
献

す
z
と
が
出
果
辱
し
ひ
し
璽
が
少
か
っ
た
ど
9
五
之
木
既
田
の
登
り
に
は
、
詠
ぐ
叡

な
ラ
ツ
セ
ル
堺
強
ひ
ら
取
陰
・
全
行
擢
び
例
郭
な
ら
応
Z
の
株
蒼
あ
つ
陰
か
七
知
淑

な
b
が
・
廿
レ
て
親
々
糠
璽
出
の
警
び
レ
さ
き
充
分
曝
2
2
ぴ
出
兼
陰
う
う
。
い

や
場
分
に
ま
つ
て
は
敗
置
し
乾
か
ヤ
知
道
な
b
・
万
ぴ
｝
殿
承
冷
、
と
し
ご
む
我
々
の

蚕
曹
き
叢
す
Z
ビ
び
、
釈
マ
の
か
⑦
墾
緊
翅
糞
セ
㌍
出
来
婁
屋
．
7
あ
輿
小

ら
羅
ζ
今
度
の
春
蜘
は
波
々
が
塑
佃
し
こ
り
善
変
も
た
ら
さ
頁
い
っ
陰
鞭
鮮
．

反
画
友
人
蚊
に
よ
る
ス
ム
ー
乃
O
行
動
、
驚
阿
の
瞬
き
澄
価
等
醜
高
山
岳
部
が
誇

る
菓
爽
き
遣
慰
な
く
洛
煙
し
撫
喜
隊
の
斗
恵
、
玄
覆
歌
の
ネ
パ
リ
が
晃
箏
マ
ッ
．
，
ヂ

τ
今
農
の
成
累
罪
も
セ
ら
し
た
の
ぼ
。
量
っ
考
之
脈
ぼ
反
っ
τ
璽
の
量
キ
曇
々
嘆
㍑

贈
辱
ほ
な
O
の
ざ
臼
な
P
が
。
正
都
曇
蓉
は
．
Z
の
ヌ
ン
κ
ー
シ
ッ
貿
ご
e
払
ア
、
ぼ

家
茸
度
の
春
出
も
置
れ
る
泌
曹
ぼ
な
し
と
の
嬉
ぴ
の
悪
き
泡
い
だ
、

　
癩
目
建
め
た
霧
謝
矢
有
之
畿
．
先
）
気
が
つ
＜
2
と
ゆ
照
料
の
貞
た
。



「
、
ノ

ロ

ぢe～

々
で
る
必
要
ぱ
な
0
．
蟹
挽
縄
穴
徳
る
努
か
ぱ
塗
鰯
の
謙
め
る
所
石
あ
ろ
う
。
ラ
、
シ

ュ
ー
ス
ぽ
金
く
使
P
あ
の
に
な
ら
な
か
つ
た
．
殆
ん
む
全
τ
バ
ー
ナ
庖
乙
僕
開
し
准

・
し
か
し
ア
ル
コ
ー
ル
な
落
ん
曇
ゼ
の
余
量
ぎ
綴
走
闘
馨
日
に
梗
B
禦
レ
て
U
尼
．

蕗
し
も
予
定
き
上
薮
む
ゑ
滞
田
呂
犠
燈
あ
っ
稔
奮
取
初
に
承
信
弓
き
懲
す
の
な
欝
艦

だ
荏
ろ
う
。
今
ま
袋
ぐ
の
萎
験
蒼
炭
々
の
ラ
ジ
7
添
快
適
に
使
P
看
柱

た
出
行
ぴ
一
っ
ど
し
て
あ
っ
た
ろ
う
か
，
薪
し
B
蠕
賭
係
は
こ
の
Z
と
き
胆
に
命
ぴ

み
慮
の
ヲ
ジ
ユ
ー
ス
瀦
究
に
薗
ぢ
醒
入
ら
れ
陰
レ
。
■

し
ひ
し
ど
の
黙
器
の
盃
隠
き
な
パ
ー
レ
．
ゼ
の
行
動
き
円
倉
な
ら
し
め
な
麓
欝

露
は
審
だ
つ
毎
．
そ
め
主
後
ε
企
て
α
澱
勝
ぼ
癩
っ
た
っ
乙
と
到
～
の
庚
蜘
の
艇

奪
あ
2
に
め
按
フ
楚
ぴ
今
後
の
璽
山
ぽ
む
〆
澱
紡
き
多
b
に
落
緬
甘
る
価
値
が
あ
る

と
信
ず
る
。
　
　
　
、

　
又
複
雅
で
蕎
つ
セ
指
廻
薙
統
も
鼠
肇
に
薫
一
さ
搬
ζ
D
驚
の
七
綴
幾
駿
と
支
覆
脇

耀
穂
翻
の
鏡
椿
さ
つ
な
が
つ
て
P
彦
の
菊
強
b
メ
ン
κ
裏
シ
ヅ
弊
の
な
あ
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玖
⊥
　
　
　
　
　
麟
　
田
　
宏
　
二
　
師

　
　
　
　
　
　
　
　
馨

　
　
　
那
立
西
高
蛎
癌
部
吏
　
　
げ
二

　中川

さ
ん
が
旦
用
葛
に
広
い
て
一
九
肥
六
～
九
馨
．
一
九
五
〇
（
ふ
堀
在
ど
に
】
部
史
き

穴魍さ敢

薯
a
し
て
ス
於
ー
ツ
ア
ル
ビ
ニ
涛
ム
の
都
ど
し
泥
ぴ
実
露
上
朗
“
～
櫨
ぼ
ヒ

の
区
塀
δ
函
す
の
き
五
〇
蒙
度
に
お
く
Z
ど
σ
不
可
溺
籏
¢
は
あ
る
護
い
か
。
と
蛋
う

の
な
．
濫
ひ
に
辮
し
い
郡
之
の
曙
光
㌍
尉
D
援
め
魯
乙
ど
は
釜
め
な
い
蓼
饗
燈
あ
る

が
部
白
体
が
徹
行
部
的
形
瑛
か
ら
糎
け
出
し
た
ど
痘
季
誓
気
苧
、
部
愛
の
う
ち
の

τ
激
ぜ
淑
も
種
め
て
少
敏
の
部
轟
（
薗
中
晋
、
森
沢
等
）
の
小
ざ
な
軸
夢
皇
C
あ
っ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
　
合
　
一
廼
　
翼
　
心
陶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
春
撫
合
宿
の
と
き
の
乙
純
縦
走
隊
き
塑
之
て
腰
切
上
等
の
カ
レ
i
左
Z
し
ら
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
、
髭
ど
さ
ん
．
自
介
禦
ら
誘
塗
毘
蒙
暴
禦
勧
渠
誉
奪
～

　
　
心
嬰
を
わ
穐
祭
ど
題
3
グ
リ
く
N
・
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
定
わ
最
膚
近
く
息
承
倭
ぜ
キ
薩
華
ひ
き
趣
め
．
他
の
部
段
に
毘
つ
か
っ
τ
は
う
〔
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
る
さ
い
と
あ
わ
τ
ロ
ヘ
捜
込
ん
鰐
z
れ
き
晃
つ
け
整
飼
「
蚕
酸
刀
リ
」
）

一
奪
わ
§
劣
　
　
セ
蓉
の
蓼
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
バ
さ
わ
押
を
な
る
・
び
千
楢
箸
慮
乙
る
騎
士
諦
君
．
今
膚
、
本
筒
ど
紙
）
つ
み
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
は
万
々
気
き
付
け
ら
れ
い
。
　
　
　
　
　
（
x
Y
z
）
ハ
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ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

い噸　
ノ　

　
今
録
の
諾
合
溌
髪
あ
z
ζ
，
か
キ
薯
儘
倉
蓼
暮
け
喜
ら
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
碧
．
瓜
演
．
襲
望
暑
響
ら
瓢
に
っ
え
だ
白
U
紛
秀
碍
殖
、
誕

（
一
九
五
〇
ヂ
五
晶
二
二
）

の
謬
し
．
決
し
で
Z
の
鍾
に
一
八
o
度
転
じ
花
と
ぱ
薦
老
ら
照
な
い
と
云
之
慧
う
ぼ

か
ら
む
あ
る
．
較
る
幽
塞
昧
る
田
庸
毎
馨
は
麟
膚
の
混
乱
掬
の
止
窓
き
得
ぬ
慧
篠

件
鵠
墳
代
に
あ
っ
偉
部
形
筑
に
固
就
マ
フ
ネ
リ
％
ム
に
落
入
っ
て
リ
セ
当
断
の
都
金
律

箆
数
し
く
動
華
遙
た
と
と
ぼ
膿
が
乙
あ
っ
な
・
ε
堺
わ
社
会
駄
藩
あ
磁
転
と
共
に

葵
癒
や
竣
く
今
試
菱
の
幼
縫
な
形
寳
の
蟄
〉
蒼
勇
睾
取
煮
で
岩
ら
ぬ
わ
レ

な
0
撫
な
バ
き
な
山
行
舞
胃
へ
搬
踵
し
粛
う
と
で
為
幽
爵
の
二
．
三
羅
部
員
に
ζ
ノ
て

義
．
姦
　
§
－

，
R
．
範
吾
“
》
譲
藝
弄
碁
＆
§
．
義
嚢
挺
、
髪
嚢
畦
験
奪
嚢
爵
嚢
弼
．
『
套
達
巽
煩
ε
讐
置
蓉
露
翻
憲
駈
態
毒
多
、
纂
　
き
蒙
＄
護
盛
琶
妻
雲
荘
墨
蓉
茎
　
萎
垂
髪
輩
”
茎
甜
層
翁



’㌣、

1

は
セ
め
ん
ど
く
さ
い
目
の
よ
の
ダ
ソ
ユ
ヌ
幽
脚
存
在
符
あ
つ
隠
の
否
あ
箒
，
亭
㌧
の
当
購
一

の
出
岳
款
行
部
的
轄
秘
蒼
し
か
む
窯
内
務
（
ト
ヲ
齢
巻
）
片
芽
に
大
ぎ
な
坦
行
に
脚

き
承
く
ら
謹
控
こ
日
た
大
電
薮
の
趣
員
に
ど
っ
て
蟄
早
そ
欺
言
呑
の
糠
に
±
【
月
可

三
月
芝
葱
號
管
窟
ご
す
と
壁
篶
之
ら
瓶
勲
段
曙
捷
逢
“
謝
U
Z
け
抱
．
し
が
る
ぼ
と
の

及
瞬
山
に
対
す
る
愈
度
欝
制
歩
も
認
る
ζ
．
4
ろ
心
＜
，
舞
訓
箸
の
主
豫
マ
る
出
ど
の

フ
ェ
ア
な
塀
発
ど
が
、
鹿
餐
朧
に
と
が
．
老
取
建
搾
う
繭
欝
か
κ
か
ぼ
、
余
計
な
藩
し

み
に
す
ぎ
な
D
ど
老
之
ら
肌
た
．
騨
愈
山
逸
楽
b
芭
の
ξ
善
し
み
に
毒
く
の
否
“
な

D
ζ
尊
晶
誉
に
飼
蕊
し
漿
乏
n
た
。
磨
篭
、
㌘
あ
藁
し
壷
と
が
茜
し
磐
蓄

、
ワ
ン
弊
ル
彪
と
ひ
ア
由
パ
イ
ン
だ
ど
か
の
前
ぼ
あ
つ
セ
。
麹
何
な
る
ズ
飛
ー
り
ど

云
之
屋
力
楽
レ
ロ
ど
藪
う
Z
ど
㌍
セ
の
底
糀
井
籏
し
て
b
為
．
將
勃
響
の
牽
う
の
ぼ

才
一
に
田
行
左
釦
軒
に
合
理
的
に
塵
全
に
彙
壱
が
に
対
す
る
主
張
百
あ
2
に
硲
養
あ

ゐ
，
大
半
の
爺
員
に
と
っ
て
ぱ
被
善
の
加
行
斌
徹
餌
に
不
警
定
種
る
む
の
石
赫
っ
億

に
廿
よ
そ
淑
ぎ
自
ら
舅
嵐
し
傷
ぬ
程
動
麓
蒼
あ
っ
セ
が
故
に
『
慶
企
に
し
と
孟
う
言

葉
ぴ
余
計
の
付
を
し
の
憩
〆
嶽
δ
ら
散
叡
馨
と
も
つ
て
の
他
と
考
之
て
0
セ
，
し
、

か
も
創
の
ラ
ス
チ
，
△
が
セ
の
旅
さ
あ
つ
驚
加
故
に
麹
行
三
＋
図
の
も
6
り
も
，
出
行

典
夢
方
干
三
回
の
も
の
む
砦
の
発
蕊
救
信
同
馨
⑦
重
き
3
あ
n
て
O
浸
の
で
あ
る
．

せ
潰
に
出
行
の
り
ー
タ
垂
の
資
墜
む
あ
“
蓑
ロ
廼
あ
つ
な
ト
め
、
甚
，
ー
ダ
ー
セ
る
べ

き
入
馨
と
叢
衛
ε
麿
世
ぬ
暫
騒
傘
卑
撚
と
P
レ
タ
ー
の
位
謬
”
陰
君
り
ん
し
，
し
ひ
ヤ

塞
貢
圧
極
る
出
廊
左
乎
然
と
行
つ
で
い
た
、
牙
二
に
懸
測
の
主
張
し
セ
の
は
部
の
再

在
蜜
義
蒼
あ
る
・

　
ε
肌
ら
の
二
つ
の
画
懸
を
顛
心
ど
τ
る
画
訳
の
敷
ハ
照
な
孟
，
畢
と
、
灘
行
恥
合
理
化

と
都
塑
結
泡
車
張
す
る
ア
ル
押
イ
ノ
諏
の
ぼ
飛
叡
な
勝
興
斜
｝
九
致
O
茸
玉
五
二
舞

の
r
史
の
主
纂
5
あ
ろ
う
と
考
之
る
・

で
欝
何
赦
景
些
寒
鍮
男
が
憂
飼
ヤ
鷺
ぎ
っ
堵
し
島
か
．
托
蓮
し
珍
薩

り
苦
の
当
詩
の
ラ
ス
テ
ム
に
ま
り
出
行
の
釜
験
．
技
葡
に
肉
傑
な
く
蘇
興
の
意
晃

に
華
讐
の
襲
ぎ
き
圏
き
、
セ
の
訣
是
慰
金
憂
数
決
に
ま
っ
セ
、
～
の
セ
あ
や
淑
検

討
会
が
必
奪
だ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
タ
が
欝
辱
だ
、
重
摸
備
の
縦
走
加
腿
駐
欝
ど
マ
る
当

賄
と
し
て
は
恥
ゆ
為
蔑
酌
演
試
み
は
、
郡
辛
名
中
め
大
半
λ
6
あ
る
山
行
皿
五

回
の
部
鏑
壱
ど
）
て
老
の
助
辱
争
ぎ
理
解
が
出
束
伽
脚
下
さ
淑
τ
レ
ま
フ
た
．
醐
死

が
物
き
苓
つ
頃
ぼ
息
又
部
聚
の
代
が
代
つ
て
い
る
と
置
う
且
谷
碇
堂
々
め
ぐ
り
が
く

弓
逗
さ
れ
τ
D
珍
の
乙
あ
る
。

五
〇
隻
の
夏
、
今
井
召
の
遭
難
鼠
烹
．
餓
煮
量
れ
a
蒼
の
癒
長
な
論
議
漁
に
認
坊
り

き
っ
け
乾
脊
剰
響
は
賛
魯
仏
柵
瀦
き
棄
ご
乾
か
の
旅
な
簸
展
に
雌
陵
．
九
得
覆
の
チ

ー
フ
リ
ー
鄭
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　ノ　　　19ど》3奪度出行総覧、4肩～3月

i　川誉碁火打石谷下部『4貝28日価）P林

2川苔本巻盈尋滝正面肢荏春4月28－29臼
　　P　福田　留脊　田口　坂井

3　巻川岳マチガ罷　　　　5月3日（翻　　P川口

4火打石怒下部　　 5月9日　 P写冨田米野

5　川菖山新人歌壷会（εD　5月lo日

　　戸篠瞬銘生　林繊）騎春　川ロ　葱橋〔倍〉米野　伊藤駆）岩崎

　　　山中『轟山　：販井　宮上　下λラ塚　’1＼；捧　弛田　木下　薙田

　　　1‡ロ　（部熊…名）

　　　193タ．林億）爵中（葡　・中野　森藻　卑沢（勇）　　　　甜27名

ε　‘琢謬水干耀浸源茨郎遷　6同6へ7一日　　（公費62剛

　　P印椛奪洗生し林（の福田．肉谷米野　田ロ　諏共　下后仮

　　　池留、伊融潮木下束田佐魯榎石
　　　（曲）田中㈱申野笹田　駆沢（鄭　嗣軍丈憾翻中島氏

7　笛映｝聾東訳甲戯信岳栃本　7月17～19日　P田ロ他五名

8　七ま5巳｝　　　　　　　7月｝6－17日・　P禰田　愚崎

9　州苔題閣遊　　　　　　7痛垂6～蓬9日
　　P．篠歯先生　林　肉巻福田・来野　田中　岩崎伸醗（殉

　　　千葉

le　璽取山　　　　　　　　7月17～19日　P霞井他三名

廿　甲‘猷信岳嚢取山縦走　　7月18へ2鳶日　P下出他
槍　冨’士Li」堂校ぞ〒争才温暮　　 7月27－28｛ヨ　 齎恩　 米野

B　北ア農帽尋岳稔ヶ岳縫走羽澤嚢旺合宿（藪δ3剛

　　ρ準出先生　林〔cし）福田　絹口（sの以上正部轟

　　　宙凱sL喰糧）下応仮儘馴稲葉、山中岩崎池田木下
　　　寮田・葛嵌　仮伯　榎．萄　　（o射田申（劉　中弊　笹霞　計侶名

　　、7月∈3（）題　（晴応奮粛）大町（陰eξ討一葛温漿く1250へ13⑳）一不郵

　　　憾（ド苓へ．警50）一一癬Ph墾（1550）一一一幕窟（fl5）
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7月3、1日　（瞬膚がス）テソ』場（詔田）一紬標（1餌0～i31σ〕一爲帽

　昇野踵士易隷営（↑445ヲ

冨月1日（購麿ガス民強し）テン賜ω62e）一三岳①755～0別0）一野口

　五諏岳㈹25）一qooo）一一赤竃（134G～剛5）一瞥羽｛瑚60、G）一三俣

　蓮華幕営（17σD）

・8月2日（頗一輸し爾）テン腸（ア2ω一双六池（0930－0950）一概焔

　／l鰯～・圃r潟（朋帽留0）一槍測哩（1825卜一側脱）一・
　横尾（202の蓉営

8目3日　（麟｝横尾（10鋳）一本谷橋（ll55～1205）一魑擢（属05）Bじ

8月4日　醒療爾）タリセード劃練

8月5日　（快瞬〉

　A北尾根毬名　一BC（0620〕一56コ1レ（0了｛5～0745）一前穂（0950～IG30）

　　～奥穂（防σ～脚の一蜘ン的レム（偽o～1335）一興穂（國ω

　　～穂高ノ曝（幽0～14鋤τBCて155G）
　Bジャソヴノレム5名

　C稜線綻走2陥　BC一南種一北穂一種創・屋一BC

8再6日　（瞬后爵）

　湾比穂東稜々線縫走　6名

　Bジヤンダルム　　　5名

　o北穂南稜々線維走　6名

8月7臼（晒師副BC糖敏ω％）一一橋（ゆ0－20）一構尾（陶～

　1200）一　徳沢（1255）泊

8月8B　（択購）　徳沢薗（0鶏の一白訳（G735一駒）一徳本峠（0925

　へ博信）一出合・（｛045）一岩舅1留（目灘（」2⑳）一取入（1340へ14／0）一

　一魯々橿備40）一一騨（脱5）

攻導郡巽2名と含遡念宿は今覧箆にスキー含憲以外iεなかつたのひ

色々の面π画』期的であつをが新入の議縛曳ノー商満足屡雄栄落ので・、

ス1愚乏拘IZl算葉ぞ事に合宿の目密9と冥乱、爆7乙．　障N’正｛蔀騒かマもう二三ノ駄

珍慕レて戒し添った，指導陣が辱ネ足であ一フた、



14鞍冠廻浪沸二郷葉喫　8湘9－2御　　　Pナ臆（り創轟魯上藪月田中爾

悔　甲歪寺廓岳　　　　　　　ε月23～25馨　　　 p的内（瑛）

拶つ旺糀蕊縮　9馴ヨ録　　（公武解4回フ
　P　痔．警（しク鱒谷　福田　岩瞬　出中　亀山　錠徳　禁田　　襖崎先生　　ω5）田中ll駒

律　碗高尾　　　　　　　｛G，月4日　　　　　　　　P豊」二　下石阪

，8　奥狭父歪≡月底縦蓮扱珪’・台繕　　　　 多O月248～28B　　　ぐ盆拭55♪
　　　　　　　　　簿
　　瞬磁（しジ総（sし）帥累て静麟奇瀞怖業購誕靱商唇池爾洛木鱗彦
　　積田・爵零乙　恩城愛イト　　（しBタ、中…警藁弓1　田中1緕利　　　　　　　　　　　　　　　言f書2孫う

　　10，月24日（覇）　崩上く鼠鎚）一態州畔（得OG二、”45）一黒轟（尾45）一一念肚」峠臼3

　　45）蕪営
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しヌア
　　璽O月25臼（暉擁ヲ鍾）　≡う鋳婆象疫衰　謎ま発〔麗ぢ0）一一噛露’士響（o蓼3の一パ6芝1（怖Gσ）一

　　懸砦吹上未端（萄35肩儀）一釧勧（1纏・糊5）一拳髄岱（7婿o）～べ弛（鰐

　　4、5）
　　鴇月26臼（墨跨々灘日）　串屋（ε伽∬）一3ヒ輿チぬ蓬（（：・鯉5補勲r5）一口蝉岳（e駿5）

　　　一躇士尾（口硫“一“50）一一甲醍絃岳（14Z5、一　睾獄｝言承雇…qイ留O．）　鶉6痘答一7℃
　　　　（後察職と1合流出采陣）

　　10厚271ヨ　（・弊召罵）　Af）、6匿｝』2℃　ノ1、董（oア20）一廉ラ石暗民珪楓o敷〕5．）一一碍1便峠（博

　　　幡一ヨo弱）一フi（墨山（u2（1）一一笠轍”曙（！2諮～i鱗の一冊監水屋（15恥）

　　10月2闘（爾）　A％瞬麟鷹　小蟹（晦σ）一凸・瑠碑董義一氏宅（O鋤～o曾

　　45）一大切蝋臨の一融、（ωσo）一簿禽（102の一大穴徽～敏120σ～燭σ）

　　　一再波由（協00）一男〈ナll

鯵　再蒙表尾狼　（隅〉　to月27Eヨ　　　F）　霞上　田所　佐偽　餐ノヰ

20　難譲冠ラト三茨f虜寒l　　fO月25～23日　　P　福E葺　〉長野

21乾徳出　　　　　l　o月　　臼　　　　　P殉墨

宏日原灘上答加一恭IE隠本麹ヒβ看唇ド部　口月2旧～£3日（公流66）

　　P　宮上　斎恕　伍泊．高機　室樽　顯　　（膨）甲沢罎1由中（将）成灘
’
．
2
3
　
大
奮 田　　　　　　　tて月22日　　　　　　P木下　ジ衛鰯

餌　纏．　　　　　　l　L膚　　 8　　　　　　　P宮上．

25　箱イ霞榊担」　　　　　　窪1肩23日　　　　　　　P亀Lβ　f世

2611賠眞名井沢　　惚月24臼　　　P穗田他

27i鵡〔岳烈胎鷹　1954釧月2－5日（公武67）
　　P　幽谷徹来野弘露山中蜜佐子樽【玩与　坂井炭雄　小杯一三　京爾守弘　依循岩充
　　　　　　　　　　　　（籠録）　　　　　　（憲具）　　　・　（褒療）　（縦料）
　　　　壁井構正／食糧）

　　鵬畑中將利（cの、箸田殉歎sし）中野葵敵鋪つ　山醜魏僧木輝夫成ヌ蘇碓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言肩5る

卿日箸臨下13継発

（20ンー



　　！月2臼　　（1，青魯1星雪）　、穴、穴（“、f琴）一一よ続迂、星疑ll3，P刃　午庵天午一錬謬

　　1湾35　〈騒）　‡痢中又中…纐習　牟后金興で秦倉沢tz／粍霞設、商谷，添野癒嬉旋井

　　　の4吝♪、る，、他鳳矯に帰着后部遷が1覧さ蘇盒畠の粉矢さ撮τ口るの各発晃．駐在が熊なけ撮ど趨轟

　　，、簿和尽

　　1月4日　　（嚢治曇）・急報に誌りA　C轍岐．田中来る。スキー癖r遜．戯薦岳全暴登囑とやぬ、盗難陰

　　ノ会1導尽か＼っ瘡盆とレ今日了寿参し燈金～ぎ嵩（ハ受才弔きやっとマーξ重士薄弓〔ヨ合疲き芝丁汐7るどと＼した、

　　1月5日　（酬剤禰沖ス朴練習．出、家い50の～麟嗣賦卿5）…一一づく上

2δ　越後中聖スキー　　　　1月15・～17臼　　　P仮井　て恵　　　　　　　　　　整

29婁菖尾　　　　　開2滋巳　　　　P蕊田
3G　川奮ILl雪印．幕営、押函　（公式68）

　ラを一茨　　　1月3（〕へ31a　　p富上（切泄綴　高誠　遜豆看

31同
　　才二沢　　2月6～・7Ei　　P坂井（し）崇臼不下伽白構豪

32　章津ズ4二一　望月3マ6　　　　 Pレ鈴恭てOB）　1葵1巻　憂一匡セ

33　璽取山　　　2月27＿28日　ρ出中君崎

34　大密出　　　3月15β　　　　P箏玉

35　犬岳山　　　3月21臼　　’　P禽搭

36　塁嘗冠犀根春出合宿　 （公武69）　　3月27薦一4月’48　　i953‘奪フ妻目漂

　　P　称武壱　福田癒こ郎米野弘蜀　川晩雄岩崎元与　下石履勝至　ラ世贋務　木下薦彦　京薦宕弘総
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ニリロ　　　ほぼハげll娩　　｝「�o｝1954年11月一撚”“鵬獣繍　襯欝灘灘撫、　　、　　難撫・霧懸鞭雛灘　　無鰭　　護都立西高等学校山岳部藪薯盛き　　　　　都強　　彷　｛皇　　才i2号　　　　　　　　　琶　　萸一一踏季顯尾恨よリ奥微轟酷いg5鷹3月）　　　　1偵察（卜茨）”一｝“『叫”｝｝’一一（2♪　　　　　“　　（才二幻胃『一『一一”一一一一”一』一一（3）　　　　　〃　　（才三沢）一一“一一一一”一一『｝『（4）　　　　　行動報豊一一一一一一一一一一｝一一林置癒・福田竃二郎、（6）　　　　　食糧〃一一一一一一一一一一一一一｝京田曾弘　（12）　　　　　燃料〃｛一一一『一心｝“｛一｝伽白岩夷　�戟@　　　1後　紅…｝一｝｝｛一撫宏；疲昼05）翻酷山葡聾…一一一一｝一“一一『−B会（�E窃簸蛎集庇一一一一い皿…”｝｝《6）甑OB講一｝“”�o｛一｛一一一一”（22少巻頭　蕎校蝕伍部雑懸｝一〜一｝�p『一一一一一』一〜“一｝一｝》口）編擁記1一一一一一一一一一’』〜品“一一一『一一一一｝（2の　　　　＿〜＿＿＿・一一〆一一〜rv…一、〜’ヤヘ｝〜》　　！，954葺度後半患行計画　　才75回　　スキー合楢　　（1月2〜6巳）　　労7・6回　　嚢取田々頂落営訓練　　　　（1月15〜16日）　　分77回　　申奥ア1レフ・ス　三ン斑より蒙剣岳駒ヶ岳　春・田・合騒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3月i7巳訓J脅le日向）　　勢78回　蒼虹＋固葺講噺徹面会＠月29騰）霧｝一、ノ”・まズしヤ｝一張　　　盗量g鞍第鵬書鞭融聯1密　　　　即　鯛P王1瓢膿隆．薦�n／〜、ぐ▽ノ＼房厩膨幣鵬泌ア　　　　　　　　『…！沢ト馬＼　　　　　　　　　　　　　、＼　　　働　＼　　　岩＼　　　大へ＼讐〆喪壷費高狡山岳部論雑懲吐瓢に載都圏願の贋璽矧嚢簸麗板」リ金峰山の華哲績握2難る．高校田注部の論議やひ穿しい令賛聾高ほ醇画としての行き方aとヨ棄吃。｝五穿葡レD部の奄刀が葬雲書から、幾っ掛の鵜｝ノ添とハィキンタ、菰乙の弍箪があった．伊磁．にアルペイソ賀の犠熱の勝利に帰喝陰。岳入一費ス＋月層）堂融校由窃部り屡談会が数つて“るぴ、敦々の膿爪した諾向題に研ヤ癸込ん費いな“の匹、けさ》掛歯びゆい．才一に爾苗合密の漁的す急砦きつか貰旅πある．Zんな還的とび”部阜しのものの鍛本仙島岬剣に論議してUる鶴鹿霜撒載クぼけなのeあろうか。謬と）三算考舟けれ罐ならぬ7匠Q．”餐啓荘意嫉孫あろう』饗透崇て部か在の融弾性があるのひないの掛、校夏会衡よo趨動郡に割当2割強、しひも校痘会中、野床、釘ツ舎ツ長ルレ兵に予爆痘孝易る努輩ゼ器異の窪畢に響欝して雛　　臨あゐ誠り・部融石八ッ午u辮訳さ照で0る幽麹なのだが、我々の何λが隠つきりし舞磁鐙壼も⊃で匂る群ろうか。東るぺ警春拠を繭にもうザ雇郡尉同志、易して他校どめ鐘兇き交換�jレ7しみ）ス押醗τ躍呪のス“今髪の冬削き上州嫉戯菊ツ岳む筍つ尼蔚功こど石ある，侶Hの上原田ノ象石響々の部｛屋に空繁型入U蒲弱金老八名から訓一万八ヰ円叢譲れセ覇伴が驚きセ．その碕の、Zと石ある．栃木繋の窟名な某鵡由窃辮とeB塵研血型之喪−Z7鳳蜘撰叢ゑと卿けもなく押嵐みコ此所“癒塵の姦も同航皿だ、俺鷺鼠纂ゆ鰍疑萎鰻ける蛍霞ない、伺捧淑答しろ、黛愚ぱQ蘭『、面喰っセのは罧々だっ黛．「何がの普．運Oでしト守つ．¢しぴ蒙茨労孜めで謝りに上り壌耳」ヒ鱒申潔」下るのに封←、癩犬蔑幻の藁＆．う竃末、難澄慈郭の全部なもっレ韓士的だと轄馳くしてりに我々簿呆然ぎしτし音い、じ込に懸レ｛うのない不快＋・貰偏暫“．之た，　7器の強較5易、ろうぴ破々は艶元のと請ガ源醜轟越奮存蓬き慈魏すると駿吃「ヒマラヤヘの駕｝のケ畑ンとでる哲々」の非火星人的鱈慶祓口な轟濱毒孝蒙壌三⇔　匪蚤す角磁窟瀧々鉱愚糠生らし門屠瀬ひに反当し戴う．�i艶一（2）一惨　　　一九五三葺度春ぬ　ー今でこせ兜全に瀦船顔に典秩父の山πの中にあつて登鯛する看に忘瓢ら堵孤，血してnフ欝顯に小川幽，白石出、殖飾摺虫の箒篇がある．一九五〇葺七同五石の罰寮駅謬蒲行し、その神敵的な原生林、名総喜穿鉦3藤、敬＋歩．砦弄る距大なナメ亀て．鍔、あ聖所窺して撃うレ毎る願望ガ期廿塾しτ部國の口にのぼリ．κリエ’葛ンからの橘亟期王鰍に爵櫃憲　　，文鰍口石楠泥田岳舎（慮ζ翼登2邑のわのび雌一でしかも甲武脚揖之のラツシュアダック乙あり．主脈縦定への足賜と廿んとす鞠双マにと9、｝あトサ万灘譲の禰磐期重渋備の羅遜鎮全く禾知に簿しがつた，壼羨備の可君ン紹裂すべく三回に幻にる偵寮によヨ！》あ山の硬雑な置南沢々にの・かリ又面楠花山缶合のルート図が讃って匂る事噌判閉しセ，一あ櫃にしξ再、鐵毒鴛舞偽鱈唄の蚤鰍ぴ二のヨ画と期サペ《駐薦、三隻生め八試千．｝懲つこ十｝名のメン理ー石決行町縮果は糞碧慰雪少石、県念芝顧セトサカ主肇梛命のアレートぽ花違の困難もなく漸調、幸運に慰ま爪て九目陶にしブ基郡警鼠墜募彪、　偵寮（オ一沢）覆茎暴識　｝九五二罪t月τ雄β〜二の日ム　メン八i杯惹画へGL）福副宏嵩餌〔5し〉肉搭徹（Sし）下出褒盤　川凋宏、伍藤魅彦．松崎甲平堆野弘翻　小田嚇舷　かB）笹島聴茨　田ゆ襲　田中樗馴　　　　　　　　　劃τ｛名戸『蒼丞沢偵案としては戸濡躍根よリゼの塗饗痛り、上下より後墾凛棄ゑ侍卜�aス斐華に占蚤含騒の豊罷鴬た，セ月�p五日（雨）　髭山（〇九三五）｛徳和（心三ゆo）i茨平日鼻氏雫ハ｝七ひ五�eセ月幽六β（ガス〕　A　磁中欝恩，福旺　周朽　仮蘇“松願　横野　爪砥　BH（⇔五の五」ーヌ7訳（〇六〇Q〉ー木鐵出へ一Ω二」ー　　〜�o〇五）ー甲戯億岳建健i雁腹峠（｝陶Qの▽　　Bh鉛療　　鳳。）B筈田杯開塚下出　木賦旗（｝｝・五）　　型汲痴（｝蓋�pεーー大獣田へ』八一若）　　　　益訳ヴィベーク⊃九D、｝）終日コ八沿脅．漫置登署トサ万田際き疑辻マ、Bは木賊山償よ9ナ　9痢き入蝋っ・下噺し驚が万ズの切目まリトワ力尾狼か嵐頂からでは輸く破胤よりの漏から派生しτいるのに島苓き−「つパース、上部は積楠花の猛烈なヌッ老と療生林で尾根の走向ぴがスの罵判らす三八。巌どークより引腱し釜沢に下りビバー7才る、t同〜七B（・鰭門膚ガス）A　…、胴の憤π征■“擬’B　BP（○震業○）ー両門滝〔o八五五〜ρ穴凹三）tFjへ一・（3ンー一　二9）ー出合下に畢簗凝（二五）ー牽鼎猷登〜Bd（一七二〇）ーOB田中稗）来る士月へ八日雨田中、田中筈田樽福田簡徐川符琳電松崎−BH（o汽篇五）ートガ力罵根豪蝋取僧（廿二の）f恵岩湯（o入五〇）Ll大冨還揚（oカ””O〜〇九三〇）ー取何爽（一〇三五）ーB日（二�pの）煮、鷺幾瀞享タメ長既マ登る，石禰花の選生は春す鹸かり、承　　　　　　　　ーも戸濃　醍　破　蕊　　　　　　　　　　　　　　　　λー　　　　　　　　ー丁寺滝識ト　　　　　　　　　　　　　イ、．垂、，！−垂5寒憂…，ーき−1塾タ§い輩ー塵茎き鑑萎達馨蓼妻婁・響婁蒼嚢」　畏遇φ翠墨り、�aぐ両、題裂岩曝畠る，τ掌》して承付く型雪要罠口砺塑塗甥だめ溢憂謙菱ラ藩の嘩償庭となり危按鵡憾じ引逸了。｝，沢興塵乙cO図8はガスに陰見しζ製に廿0惨鰻形椙るあつた．午億、下燃　川村　侮醸　小潤　承野嶋琶小セ闘，｝π日ム壕甫昨巳にb漕す寸所きじい用、螢吹川め懸張落しい．｛放傭罫翁ち餌リ曇取蚤由帰点の金につく。偵察　（ヤニ沢）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　護、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　一憤五三耳八目｝π日⊆二『日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　必　メンベー　川口和“姐（』G暗心蜥『元子　轡鋤上和疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂井定雄　oB田中将利　　蔀五名　　　　　　　　　　　　　　ヲノドt＼、4）　〔｝ーτ五五）穴揖似、協のルートき蕊輩然に才る、継あτ鵜赫僻匙侮つζ．擶ろ罪、�bと2する．六、鵜薙助に．金酬纂撫付日偉ルートぼ荷上不町能婬ろど藁滞烈リ、堕中川建忍楠蕪翁町3暴泥∬1よ最算索嵩の岱ドぎヒ漁毒へし7上に婁◎、潰の規領は伝之ら肌τ口るぽり七塗っと甫『〕N嵐暴納画十血氷、傾斜五9雇位．所々に耐漿愉が生乙乙口るが一、蝋酬口売舎η溢Fごある．ア巧サイレンにてf隣尽�o食后関甲．川眞が瓢り歩本了7灸し僧上、倣井か樹上する、病六貫盤畠罐、P6王僻篠呪、この眉瞬に頭沢伽ぜり取鷺ぐ・ど〜クから鳳P3のノッ、胃し露ノザ・。ース鶴着に映之築レ碧た．承、【二江d、へ覇）轟呂レ」炉足三ネ・ノ・怯した論ご凹拓び午4舗印．漁於畔へ行）ヒ熟多．’「議畷にフ＜．　　法旧、沸栄　　　（瀬、，超漣瀦ゑ　｝ヵ、五嘉讐・月量肴了�o天9捻　メン片ー　沿樋田宏二郎ハ」）慮爪銘諾墳殉捻　ザ、ール翻∂米）｛．≧ユうヲ離　因…サーM　　�d�d黛白池賦唱qP鷺正ゲ靭�o轟O厳フ双ースめル〜ー蔑添、齢驚叢の申後雑な廼形の羅謙りのに契、じ井三控蜻．当て墜の綴鰹、文翻レじて発蚕、」謙て0る石講醐花騰藍魯の罵ート凹ど教マゐ俘辰し芦一予凱尻に入さね藻が夢あ耕蹉竃さ双にマ凋あ曇・婁誉教マリ万墾止し父た読が確一〇月こ五鼠　へ磁捌．直由、雨　土口艦）　、鑛山（瀞ガ三⇔＼ーf三習田ーf軸吸環・麟馬』熱凸f（　皿血つO）　発げなめの砂虫吹嬉，の、藤鳴祇と蘭至こ呼ぶトサ刀のかムがすごい。一〇層二六已　へ雌晒ん題ガλ）　軸天苗�h（〇七三〇）1ー六祠燕劇満（｝〇三Q5｝一ヨo）−ー；P6〔一j　OOヤーfPーヘ｝亀三φ▽｛占オィ再■γ…7（　一八三のV原之セうな笛釈川の澱れ》『、薇渉し羅糠の禾端にとり｛ノく。．＼、、仰註例丁�oまじ墜面の麹墜丘斌々ナ妥径レ嶽β．．谷傷雌前濾卸ートぎ築．荷ぼ振5淑じ暑精億艮くない．C嵯は正函き登ろ，�p、・滋ヨー又覆嵜・で鋭D7レートであるボ所、々にシラビゾの琳樹があリ慰擁とき望で碧台饗い・を峰2i又ゑ鋒で認る聾誉かし妥く傾稗罫バけ賛．蟹蔑鐙ηラス鮮あリ嫉イル芝累つまじ穆なく登る．蕃ち煮ぼ．頭・璽直に近n落争繰竃轡いて七鼻⇔承下の費碧随で転糞ろう、、3．樽、！、，．�g石輔婦、激一沌句ン賓〔と探日簾生杯どなりがスわ泌て氷なa蒼本晒、峯財し行2伊いセセ聡恨ごオカンする。．　楓コ）月二七已　（快購）　6醗気遜�kでナス5度　BρへO八○○）−ーi水麟、山（�o�oOO5�o二（）O）ー’−穣、涙飽「繁、、　一五〇。）ヤセ犀．糠左し磁ン痘おろ蔓二入の峰であ、．卜、．煮・9餐罧、農愚め太氷との落4の後づかワ乃しセ奮き踏んで氷賊の指肩に．掛か．、鰹参厭際ε背に覆娠へ行く．一〇月二八日　（．溺）　、権搬ハOヒゆ0）ー浦ー芝曾酎（｝二〇（v）i〜蚤山轟駄士三沢にわセる偵察の鶏興、禰壷溺黛功への穴きな自菌滋僻セ。1…＝、亀ム戯馳積雪期鶏冠庵根より金鋒山一れ五疇葺三珂二七日〜贋目凹日、メン，尺！サ47’フけりllダタll　懸興係　熟．旧　『「　π触　捗・桓　垂バ　詑レ　産乗遮終．諏部　脅鱗　．c　《雇．，頚　蹄7甑　一驚購　ぢ二隣　紘　汽駕�o．蝋，　林　　一講五糾範　　　　コ・−ドゑ田仮次東瀧下岩厳川噺福赫　　　　　β鎧麹下田芸王〕磯蹄野口券臼・　嵩蕨有　勝元弘和　宏試灘』夫彦撚務至与躬雄徹郎患壽葺気舞葺f響饗葺〜一　川σ池珀班鱈　萄怒下｝趣鍍莞欝　承野　岩騰　点田　不下α化駅攣五升丘ッ縛洲ソ一Q二個灘、婦樹三Aゼスケツ…べ00匁　ーつ、べーつンぜゾーソヤム　翌も飛｝暴異名　親敬引イロソqノパー取一NO4ウンパー脚入一、NOつ）ウォール函汎田刷八一　工γつ、ツトレス　　八　柄ソ　ーー　Ll　　　　二Fスコ田’ヌ大禦　　三　　　　　　ノニ蕊製・備薬き藝診きき藝き雪1τ　　　舅三＝』二＝．八三、、玉一・＝一・「二　二三二八会一一駁コ　　　　　　嘩1　　　　　朝ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　内舌　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　，』盆o　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．、　＿　　　　　　二　　　　　　　一　砂o　　郵　一一一一　　一　　　　　　　　』一　一一一一　　一（1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一隻　嘉　一．｝　｝八≡販遅二　　　一一三　ノ『磁フにイ　　　　　．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；ズ　　黛　　　　　『．　　　　　　　　　　　　、　　　嚇．＿　』二＿〔＿）　　隊ノ　　　　　　唄　　　　一　　〔一一）　・一（）個醐（6）一△行麟卿・報比ロ〔…月こ七臼〕（映晒）　暫寝（Oさ　盃）蓋脚（○几釜o）ー理三二國（」岬Oゆ￥ー　広瀬く一四〇五）iB日（岬五〇〇）ーー藁訳奪爽へ一五糞ε　IB日（｝七甲五）林．商春、下石坂．佐脩の鷹岳先輩兜難警第送リき磁けて出発荷物は欝八貫。轟婁弓五＋介遅ガダくとゆら激て三鶴〜穣く，　天気ぼ農く初蔓の微ドある，鱈だ麺何極む曇ら�n．容Φ鞍備盈構　纂っ乙目る我マにどつご慮企く気窟気魯い。塗中曇取〜ー礁渡綬走　のぺー一、誓に会い蟹量議くと甲煽二濫だと蓉う．広蔑ぼ入リトサ　方彪恨のギ管翠歩なン砂工ットが羅之出すとやぱり双々豹4患なかき　立てら温る・βH（襯戯小麗｛磁原氏窟）花ぽ日原氏は留魯葛縫が入　つて0る．一俸後杯．下頑鍍は渡譲窮舗萱へ．肉懸伽鱈ばθHの　肇欄。　笈渉奥ほ水量びDつカより少Uの資九3な石．ご磁面ま作るぽけ苔響は　亨んだ・我々にとっτ最犬璽万畢であるラジゥスぱテスト畏賢．〔三月二八a〕Q先発琢林蝋下四�堰@（嚢串爾）　BH（　〇六黛五）t小露”場（　（　一四五）〜壷ハ畏嗣鵬凹（　剛一流五ばソ騨　面三五）ーAG（｝五紳O）出発の際「東沢含鍛のため入ぞDるものが厩るから登茨労蓮餐乙尼の歪セ云な琳一甘鎌な気聴につ・慧幽巻壷目煎嵯そひ乞る懸癒の霜峰は我々に拍巌菱がける，ザツクぴ大きく痩渉臭之の十7コギ傲な研なかのアルバイトだ。白布を頼りに無箏癒渉莫へ下蚤でる。裡渉織前麟の瞳蓼e容錫に愚過。トサ幻春の朽ちセ禍蕊叢蝋ほ口ざ／、本椿醜ね樫りで箒が吹き出して禾る。皿由猛o度位の傾斜ど承に劔木が行等三墨し、ヰスリンタきひつがロ善労する．例算の蚤瞭か皇警。厳附近庫唇、狛当羅の雪差予瑠レて0セ加一面藪が出蓼る気臨ななくカン脊v、にい箭てつ9セ氷とよと石繍花の7ッシ甚炉果レなく上部へ競／臨びりるあハ，皿麟斜なの石薔慶ばぐんく上るぴ荷は箆≦ぐシ“9にめルー．町．アイγで纂ぱ囲雛どなり岩小屋左蕪・、ようやく環謬霧署とら饗躊恥岩陽ほ養bた，岩びヤろく荷が大洛ので籍乏偶朕づドよU上ぼ出る・大岩帽吻下にテ飛し、まマV型の療諾レたびりーをつめ尼へ諏撮程t忌ース．Zの±四五米が逆戸至6号きなし、や、困轡eある．頭沢側バンド誓前よけ四。墜本左ヲワクスし∬りー豆eセ昏す。A蓄ケン三本侠鯖．デ�uに引き返し往ック遅指函ハO借畢箆に登る。7イックスの上蔀蔵嚢の付いて巨るバソドつ尺中）互トラパースで煎母後はホールド．ズクンス募に豊畠な麟醒上の登りで太テヲス百ある、な疲も二承軽が竃認り石楠花め懸集地第へとびこみホッとする，下五晃下尋9と衝”下に歯尽沢が白くお〜古罵⊃p心Hぴ法撚く胴侶Zる。ω澱ぴ終つて…白勉入』欺九にのも束周倒本どヲ者ルに苫しめら肌る．悪戦苦斗の季失緯との中画のや毒娯斜の落ちセ雄貞にAC菱薩設する，ヲジウス悟調なる轟夕食葡ズムー涛に迅来る．偲餌してP陀函び馨り出しテソトの思往柱」ぱ薇ぐ少々くさる。気揺マィナス［“二度『八瞬O後落隊福田磨瓢郎州D、弛田　京田馨毒嚢慧蒙毒謬嚢奮嚢垂．、蓼勢垂霧慧鹸謬讐鞍鯵霧、霧雛韓逗“（ア）一・　塩山へ。九三〇）t三冨へ構鱒Q奥）ーBH（御囲ゑσ）踏洲貰の穴スに薦帆み込んだ鰭天のキズリ・ソかは乗寝の白脹緯　に会ひ．圃つセ．ようやく顧放され馴み駅亭流れ〜酷めつ、B目に向う・B日より戴るトす刃雇蟹は下半、婁老だ又蜀つトみ垂薩に砦＞り立つて山塞爵の趣き契鎚き鼠ってし．患の神欝な議紐承き蝦々に抱かしめる・先孫の憩終用紙にょ曇渉忽配馨差短る・折か・r温り出しセ爵に朗日赫配ぼ、肇一颪二九a〕（蹟膚厩贈）、AG六鯵》イナス三痩C　O　…峰フィックスエ作　　閥巻躯伯ACより£は倒木群亙芋栄あさにナダメZ打つ．乙の磁リ主擾と倒稜の判刷が詐常難羅鵠むガズが出欺ぽλ＋パーセントルiトき失する悪爪かある。p6懸簡縫の暴蕊ε右倒にトうバースむ尼響の凍っセがリ↓乙五米ぽか卓色上．花芋のパソードき更に彪にト5パースレ、薦構循脚荏つかんむ鰹く壇上、に泣っ，鱈き蓋じ之た横なぐりの強民にああら溢ながら56のコ由へ下る。P4は軽“．こ》ま費ぼアレtトき恥し、秩父セはめずらレDアルペソ的夙瑚谷ある・腕璽は詐すー＼強く国師伍は陵う）として判薫焦塁z獄リヤッ登乙養用した泄窯戴な蕃びレb．p3乍む旗考滋黛しアソ勝イレノ．寓春トッψじ登欝嗣輪．中段f蔓より下へ八ー丁ン卿本軍妄β米歩イ聖本き7ッワス寸る．工作中も強汽にああられて苫勇誼脅蒙・摺儲の高度葱臼寸降らし＜、大岩湯の旅に樹木、跳なロの石照鯨イン蘇ルム斉蓬擢レて見佐リし陰が背后ほやはり秩父の原生林否ある・p6る爪休の後森糠塑さラッセルき逼っτ〈cに鰍下2に，亀疇O睡ボッ方　林．下石駁雪が宿全にクラストしτnるセめビゴラム姦の林、二度混スリッ驚し蔑が大事に至らす大岩賜ぱマクス召帳滴に一トる。瓜U痛湯下璽文罐に爽込んで賄闘乱ロス。森堺滞の中苔も尻強く鱈がと猷・苗吹川ぱ昨日の函で藷澱に鱈水。ヒザ上の覆渉が終っセど吃んに後繕と会う，○　後搭　編濁以下＝唇AC昌う・各自λ貫前覆の薦もす示り上りト箔躍根が方強“スカイ・ライソぎ画日てUる。　B日（〇七五〇）f渡渉央■（〇九Ωo）ー大岩陽（二五五〜一　節。五）ーAC（｝凹、皿O）・護霧は、漕水吾ヒが上箒百対田岸に上つて℃〔だの心慰嘗箔隠ない濃冷“・暑う七ろ環夙出レセ璽は行動に影響はないにしても倒木と茨羅にぱ全くγひき出してしまう．尼手にはP6よ弓兼豊する支稜ぴ主蔽よ望島く大ざく毘・Z搾む断ち切っ陀加く東沢本流に切落ちzOる。明るい饗ナ一圃の属食ぎ取る。爪岩場の要蜥く墜暫時かロか薄氷ガ付き、ピァうム莞の面々備怖な髄曙る趣る。大出籍協下資腰き入雌て矛二の昼倹．や玉七す鼠陣中り落ち＃つな置囎面で強軋に吹か肌てが9（ぷる之な創ら理ソ左くらいついて0る様は蕪入にも男せら珊な口．大岩陽のルー←は霞期堅卑なら毎もない所だが、璽新と無鞭花付巻てDる氷柱と望ル2フ撰の爵が劉き身じめ袴砲苅高復納五＋沢位か．耕々に樹木があリ泥程高驚盈．は癒骸ら瓶心“．岩も爪岩湯にくらぺ墜B．ガリーの蕊は響が凍フて昌で誓強Uがノィワクスに珍すけら匿て登る、ガリーの上部やx八ンタ気墜皇珂の狙い巻ぱ猷るさがる旅にしブ上へ出る，東田ガリー上のスO傑ギ肱醜、士嘩▽をま辺つ》≧し萄マ乙、ラ♂甲Z沼男週壌讐謝峻マ麹渉豊9d5蜘，斗り74レ・、溝．牝4勤魏翠図6（ン乙ψ∈dq需自詔マ灘議レd　　　　　　　　　　　　　　　（舶婁Ψ　蟄壁i　母図　醤）凋＝監　0　　　　　　　　（�a郭ゆ蟹皿a勢∩貿マ渓目習脚日窯櫓宰謝％疋声屡ガ汽少　イ島→ー叩鐸灘』田Xユり，脅、烈禦舞．序弧ゆ肱参麟封辺Oθひ．罵頑も，函朔嬉事　ー壷沼川滋πを¢簗晦藪璽峯ユ∩灘服．n＆＞9寝群邊羅9魂繭��ゑ．置漁ヤ州　61臼OV二�oQ∩亘凛9P辱鳶ズα血刻卿凋¢購�kψα伊舷Ψ齪刻〃鄭　［C・セλC怜黛砿轡劇々∩量z7、←4沼鯉ル灘諏田ざ羅、＞・　　　ら翼　障管留1訓囹鉱畷蟹嶺遮ぢ如“豊語箆＞蟹．D睡、蝶畑灘隙．σ肇机事烈2烈耶　善鵬鷺藩¢「4》べ誰」「、魂ナ，蕊、乙」　『q茸向、、．甥溝鳶N〉’宙舞渕垂ぷ肉瀞　勉亙靭慮押マG∩幣並・皐吐6」，鷺癒周∩融機婦夢。留凝「イ磁嵩磁V辱蓼ρ置∩　ηP彊マヤ歯黛覆耀、トヨー譜秤〜測＝黛レd・彰嘘£印耳（ら曽蔓碧翻＞　叢惣，癒η、翠竹毒鰍．蓬、罫曝、聴毫並需仔ω吼孫彗�K4ー荊葡Ω毒しd臼　やき鷹d・麹C御y｝ー工乙砂2捌ム本φ転中・圃櫻暫β爵蘇諺e際Ψ嘉環濯　で．吃留真9謬尾難潔旦脅ψ引螺皐憶嬉迦乃瑠窟慶W右跳揖叢》灘豊澱宴　　ヤ広再誰茸γ偽婦隻唖鳴脚賓ゆイ癒、鐙駐鯉曾坦覆耀「・鋤普像蹴m顯4⊂　鱗．膚腰離ω癒測×lT乙ψ2骸9し力曖・妙曝郵劃ヰ團虹具バハレ氣ぐ　託曾“�C隊罪簸，廟磁馴、劇Ψ戴i璽乞d∩狼＞憩像セd、ヨdc侵Z誌｝謝　＼・落ズ〃』左」罫酬翰7豊目2∩日22、瀬辺謙ψ寧膠翠難旧目幣蔀甲翻呼牙　窺判融贈剛｝測qア｝汗p諸｝．鱒｝冴油ガユ引弓ふ仁にぱつ紫工6ん北ご漸い、エ6爪Ψ21纂．湿愈養S、Uさ∬塔馳乃慮勲血頓蔓0ユ泌へ幅膿蒙誕鯉轟触、〜滋引∩懸嫉�d9，G　。翼解つ）ユ臼愚マ瓢杢砂止貰蜂（騨羅躍藤則宙中鞍こ卸癩一鴬　　　　　　　　　　　　　　　　　（O｝V｝、｝猛量擢t−（π簾＝�o〜豊．君・照　［3d〔）dLpax上ナμ．1．（〕乞　’己一イと　〃A・ゑ∠。9・D！1、Nr難害レ　x‘．二緊z・　璋！三｝迷封事×在虫Ψ9　　　　　　　　　　創呆　　　　、7　　　　　銘　紀　・1　　　　・ノ＼☆＼＼4『遍＼、／・じ一菱　　、＼…−！�j，ノ牽　　1江脳灘輔Q二『一）ー，dーー（○亨Vσ）9dーヘOπ耳。）つ）鞭皿夷　　　　　　重O　｝Y手寿ム鋤蔓・（駒…蹄劉楓．）　　　　〔禦G…目ヨ〕　　。、雛跳X々証合。0．潔qユC葺訓＞歩爆様蹴，・G薯qユロ¢コ雌．違瀦踏侵山蟹∩ま》必浮到隊姿憂b嘉腓マつ∀烈暴ユい−之幽到魏、恵象裏乙んレ・乙甜ゐ貸∀ゆ塾▽影〜／口評ユ⊂搬p璽」，Σ乙7ソ豊姿．喰罰自　　　　　　　　留＃署冷Ψη、藪羅劇丁φ働竃m￥ぐ著．脇ぞ申、｝瞬・賑吐（葺×、V．在、一昭中賜−襲権く灘．忽，ヲ遭Gマy∠4》ブ乱碑隊つ《慈ρX皿必血　『ヨズ8ドし�p門＄き還塗葎翫舟浮羅緩鍵職欝慧灘蕊，　　丼9ノし皿セラジウ天が快舗闘．二隊の任務も愈職セの否明簿の六鮒鱒場下降のつらさも忘照て全勇愁置する．〔ミ塁三日〕へ曇）　AGマイすス5度O皿隊あと懲石警冠毫璽藁激蹟末ると贈うと盆然とフアゲトぴ聴掌莱薩。蓑ぼかたくし壽つζのる璽の上ぎ快戯に日ヅチ�nじ↓げる・炉ッグの重さにも馴れ八試弛嶽も懸激今ま石程苫しくな臼、笠ρ巨木鐵山の叢優の登けにかトって、陰掌上へ上へと足8上ぴる一金眸創驚自の諏書口締の君に楓�jし二回歓喜する。ワかン蕊蒼｝けや〉もするど直廟き圓塵．之そう尼なるだyっ広い尾振逸ルート盈不す偵察の満の巌ギ�a象り姦へ北へと違逆．やがて傾斜ロなくなったが綻走路は現激芋、小鍍塗舜に比して恥リウムのある趨弩報型り奪の弛慮、佐伯かクフ7〈トき確コて是3とら取若4き養する．焦樺と白徐の蘇林きぬ口ζ隊に主鰍にどび出す、、九介癒リ鮫諺」とウックた投懸しご企員の瀕ぱ害循の色かくせす、「ギンキヲヤフヤク」ぜのもの・銀々鼠縦湊隊ぴ主鰍へ出さ之す肌ぼ、璽の事改灯き傷合、当初よリ犬九介備りの康F去寵信し豆あ全刀乏卜蕩尾椴界けご6た．搬走路の消難さ、串賂の肩鐙ざに癒、証する・正醐に金峰、甲磁醍信・隊馨《匡興菌に八岳、南アが…救三のもどにあさめら激　牙嵐らの函去の璽山の御肥灘�i手ラッと轍騨篇承きがすめる．アツと丞う断に甲戯信小屋へかけ下リ、一”累の望みき托して煎田佐舶が璽の水場之有っ【兇たが、今騰生水などあろう筈がなD・爪崖は最近λっ毎薦ぴあるとみ之て星鎌が雪上に真々どレて口る。薪が豊蜜に爾猛さ濃てPる¢¢鱗に藺配獄我々は不至喬から戯酢に毫し鞘aほ昆が非で粟弛ま蒼究撃る〜とにした．豊薯蔀餐爪屋番喫憲�B愚訥して倹幣させτもらう・〇　二．隊　Ac撤故（．・・八一力）i呑贋囁（O八7三）〜（卵ooo）ーー岩　｛屡（｝○「五）iトサ刀春出合（＝＝二〇Y−B呂撤収（｝、糧　Oo〜一六〇五）ー三富（一八面○）璽が力千ηチ箋りつUて日るの石榛重に下る、大岩湯に「、ら�dびついτ登りより恵ゴかしい己たん基部耳で下リ埜ツクき置いて7・ソ案左撫牧アフ林イレンで下降．爪岩場わ無華下富石爪屋の下て盤夫に半彊翻前にトサカ麗へ下らぜら液るが、今劉樵夫の踏跳加あるだけの猫穣／、べき魚飛醐五若心レドサカ春本瀧へ下る・尾根の薪の凍生林も燕栽の手が入れ媚胡られ、いっ爪栽蟹藩季粂るかめからすヒマぐ−しなだっ対鐸の勲虐に墨る，賄面が早日のeB目もつい費に楚理撤瞭、・ナメラ天の河原であと箏般暮ぎ楽しみながら今巳囑台幽経、下石糠ど馴れのコンダ祷ロトサ方の毫根置振リ返リな塗2二留へ下つ癒、幽巻下石販ほ昼R、林、京附口三隊と翁すぺく韮，崎へ向う。Ω�p隊（激野岩騎　木下）二隊の報告ぎ璽けて庭繕，〔皿月一日〕（晴后くもり麿雪）0　�p隊　甲武信爪屋（〇七�o盈Yl富士見（〇九三〇）ー葺蝉岳（　O）｝衷弛小量へ｝七〇〇）六てフqω一甲鼠信窟ま吾は快亜。頂上がら購雌岳ぎながめて普の山容の馬鹿’テ刀いのξゼリする．葉鷺雲昼梨羅窪只後属・呈贋高慧伍部乙あるZとが判っ吃）のトレtル雛ありゆッチ旬上へ、》綾が、午盾小らぽ雪がくさ芝腰ま奪ヵぐリバロ撫する・レかレ何ど云ヌも天下の主駈縦建跡だ。璽拳と［瓜之ども馨媛通リピッ乎ぴ出る，團師鑑五登り切り東の万、トサ力犀、根き見下すど主躍がら撤生し【nる支謎に岩峰露かさ之さられアしい馳、茨甲からせして豪沢から仰ぎ見る旅な「紳の斧き以って断ち切っを3と田毘婁甕きして書がレめ登あ畑襖的殻薄惨さは何処にも見当らす、あ蘇りにもか牲酌な懸姿痒滝電写や、圏面の遡々は黒雲のウユールにつ、薫器Pもの置辱る。早々に積上2辞し、大弛小墨へ下る。小屋の中疑落激つぼなし石子腺註葱鼻蚤圏ときめセ．夜半より雪となリナイDンテンに廿ラくと峡b蓄き箕ミ降りしさる．、〇　三　隊　塩川（9九｝＝一｝）｛金出ハ｝卿蘭五）ξ金山騨（騨大｝五）｛モ　一暴営（｝六四〇）モ書輿もあろうかと霊蝦る馬麓砧痘キスリンタき背皿騨ってあよ藁賦のなU彪き金脚へど葱ぐともなく歩く。敦歌鉤な水集のひy膨昔ら籏々セとつ藩動物前憲鵡セ翻毒．しがし我条鷹源鹿ぼも馨ら、唇べき・草原と由簾の金由泌着寡墨峰どゼ綴きめぐゐ岩肌の山々2寧振驚るや由然と新しいフアイトが出て気た・金出峠姦じ憂白輝林の中ぼテント芝張る．　〔四月二巳）　（癒薦隠瘡晒）O　｛　隊　響地（�p五〇〇），！1鞘〔O岳（τ｝こO）蕊壱P〜気梅蒼藍の音ぎ肉UてGる内に．いつの誠にかみ静．漁と雇り餓疹。餐麗祷ぱ一繭汰典下に下フτく激ない．、爾．費はさオびの飯職ナイロノテントカ無藩eあ胤、凝米のためシュうワがぬ瓶て居住艦ぴ籍、いが、麗8の行勤獄�Fで資俊齢と夫し欝乙暮ちつける，皆不畏気な顔だ、午応二麟震に歪9索上るや行動闇協と畜聖救縮合、護磧＞＜周趣撤収ペヴ、キノヌ寸る，あわτ》昼食とほあなり爾ご腐っセ嚢きわひんで麿みしめ牧み軽着建蓼雷曽費輿と楽・，嬰暴完餐醤忌管朗再の毒王に胸互蒜くら慧廿朝日岳硬上に舟蟹の山礎矯瀞釧、乙有う。ク訓癒な〜爵と餓く激しくなっ勉且と灘喬る饗皇晶募橘丞b、惑束さ爪セ・愈いて℃さゆい否む明臼は金峰蕊葱乏て下卑だ、、胤びテブトを吃》さ外6ぱ漕が規にさらノ＼とぼめ近激てbゐ．〇　三　隊　　　　　　r　幕営施（Qセ五Q）t冨士晃平（o八皿五）ー（o塩Oo）ー大日　小一屋（一〇五〇）薦＄産出雛、葭もに直ちに急な里宮φ懸り雰る．重椿蔵に蕃しウもひとし塾あ盈颪ヤ木分激しくな醤聖晃軍易奮律みも体が・冷乏るだけであっ筐。量々に丞亮八ッ岳が爾の印に自く煙っ三兇、ヱる。暫はせUぜい孟寸位〜�o尺位，土躍墨て居る．やはり今葺ほ聾ぴ例舞辻りすっと少い霧．『やもて激跡、あ書σにも墨費謡幕したト耳尾轍に対レて牧々の聡ぺ講樋ではないだろうかとする触を、雪少なヒ云戸〜、｝ノモキG�o蕪春嚇．隊石劃喜ξ　霧£野　確　　羅曹露　透盈山3！7｝（2｝曇肩雨82一　　へ咋、『｛，o）・79bご二r＝二こー瞬后夙雪／9快晒慧〜　’33一一　　　　　一　　　　｝一　　　　　『高曇44f曇后勇�d彰，ゴ2．璽廊購一一！一オっ0　　4｝P鵬：二：勾窪ゑ匠が紅消薯く参タ濤け謬はト芳尾糠きも尼正しぐ誹催しセ．芝してもっ．と（、、題擁件の賄芦。℃児墜暑自信ぼ跡る・又禽億鳶マく考し棄像濠儘薯妾つ聾て客疑爲ρ雨で雪が痴リスキー靴石はステソ／＼の蓮続ぼ．米野スリッ男レ右ヒジに翼轡集夫窟屡い、大児屋は日陰魯暴菜奮嚢謬、憩覆甚しく屋根置修理し中へ璽テン左張る、明侭馨隊が到着しなけ淑ほ朝日箋否｝丁ントを上ゆける累r足。〔瞬璽二臼〕　（映購）了†X七慶0　轟隊・朝艮岳（〇七〇〇）ー愈拝山（の八晒O〜二〇五》ー大臼爪麗　（τ二〇〇）理リパけにウィントクラスー「し←に蒙土にアイゼンのツアツケ天黛且て繍．塗盆峰山へ向う．向しろ先行看のフツセルやじ…ルも消ゑ失姓新爵の上き我々のツァツケス顎ール姦レて行くのが無性にうれレい．倣曳義ぱ切るど；暴白の金峰め暫原瀦今謙誓森蔓歩さつ、＞けて果セ我々には塗く秩翁な興蕊uも、昨無畠蚤な印象き噂ぴ飯濠しを取捻．輻卵さ煎る森の賜器ぽ我名唐き射老レて澱々の肌Σじりじリヒ焼臼炬．ワノグラスむかδ事9きし」隆つび世ながら出項に血つた・長年の宿望左達したのぼ，今ぼな職ぽ暖冬異要酉遜蟹毘の少Uの傘物艮りなけ、しかレ例之酔量耀いかに響くとも澱4は植実に目的左果し【Pにうつ、房ト蕩尾磐異繕以西譲誉双々壱て義煎衷で曽詮、警菓・劔罫警墨癌究激孟姦yンバーンッアに謙びつけ侍り療たカメラードの文畷によるもめ費ある、「　フハ∠Gり［か五畏岩の．複がらか甘小なエールが園之る・五丈岩の上紛ら佐伯．池躍の若壕が、イセワーーしど鍵羅声乞張り上伊て施答する，今年ぼ彼答の隔舞台だ・どうやら三隊厭末旋らしいヤ木下、寂田、岩噛衆野旅の順に昼フ象る、胃入�o人握登と交ず．「あ日出とう」「御董罧」、｝埋向にわ豫）ζ岩ど雪と取組・んでいセ蔵々にとつでみ議鰍の畷い顔で迎之られをこと口、ムブ迄緊嶽して口尼郵経がゆるみ．何がのシ翁ック薯妻盈し旋いよりな尽激に孝わ唄た．残留齢饗から璽翫怒謁みや庚が封左拠ら双、赴して三隊の椿参し陰新鐸な驕の氷が何よりわ肩難かつセ．南面びタリ之κ葦充分楽しんだ後、下薩にひ�dる。ア、盃セ　　　　　　　　　　　　　　ヤン耀挟魔にきく内に穴日小屋に着｝Dセ．水場上部のアイスフォールでステッア腕りの練趨する，ダ食嫉かレtライス。｝蘭筒、厭リに口に寸ゐ釈の昧ほ格別捻った。？o…隊、大日小屋（〇七三〇）ーー金眸山（ρ九三〇〜｝｝〇五）〔凪阿四β〕　（鯖）　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介蚊　六臼小一犀一（ρ八［σ）ー闘国士σ男皿八〇九一五）t盆田山騨（O力圏　Q〜Q九五〇）ー塘“田（一〇｝烈〜一｝五〇）ーー溶合（一二一9　i鱒密（コ士。）ー遍川（一四二〇〜｝五二五）　　　韮瞬雪びか4ノ刀チンなのだ一応アイ拠ソで下る・気がゆるんだのひ一隊の塵皆檬しかビ者Z色てり勺豊嘉にケ垂昌竪舅喬もう謎めら以なP．此所で壽驚がキヘ一ねくと丞、り八イ刀i五・人に会う，面劉が♪o算∠は呑そヤっ八イ刀ーφ〈ωする禽だζ季2立谷ソど塞な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄套　　鼎い．金田φ箪原にねころぶと急陰もう和璽ηんだど丞うZとが春ぎ一足とぴ宅て身近く慰ぜら煎、A舞の「意甜にも矧脈豊斥奥楚め出血誉族�o盈り・ながら幽『々とした融遇左畷がな轟脇一と土の香互身に拙継じながら温川へと釦山塞つ花。　　　　　　　　　　　　　　　　　（菰、輻田　記）命A艮硝糧報生口　　　　　、　東田葺弘　　　　　　　　．の厳遠性禦蓼求ごれ毒夫きな帽術ごぼ7あ方鷲が昭警eある・zのレ〜ζン裸用藷霜果き反眉して見勾と○OQOQ食享の捧備ぴ餓癒化レた、食懸の踵不昆及使ひ込み伊ねかっ尼、塞懸矯に食糧の遇不足伊典検レやすい・バッキン久に留意寸蝦縫趣搬『綾ひある。行動予是ぴ聖勇になっごも薙理しやすO。算々乙ある．　　　　　難マッキング〕（包襲）畑ックロ墜言×二・三・虚のボール箱き用pた，円容の介顛ぽ紹・朝・昼Gり麺合せ畜勧めて、溜．ヅク宍、膚くのが硯【凹る茎旅にした。和ール箱ぴっ虚殺　又ほバックφヒモが切蘇たりゆるん、偶りしてのたものがあっなの竣Zれば主に内容物氷重す書るZとに租爾し乙Dるので普　鯵糞籔馨謙驚蟹導＄讐憲幾、．一のG�d　薯勢蓼健暮野匙低．森薦ッそ藷濤曽髭　籔不是灯いか注煮が泌要禽�鰍驕D　　〔主食）　ユ米孝王食どして用う暢会に簸わ注癒せ蔚なならぬごとば版事ぼ驕斑が　承〉る蓼，熱蚤＆多量に必単どする2と、特に聾出蒼ぱ籔が綬醐旗象ぬ　髭馨奪潔景笠5嚢y、か汚為窪ら君、易、こて誉麟　的海晩飯に膚ひ、小屋遭りの湯合のみ朝む米食どレ惣．｝食一当り�牛�　五勺としセ．雌繕前にせぐぶるうが．とΩ誓おく〜ども些卑ざある．飼　2アルファ懸凍響薯蕩日葱奮のぼしいど蟹辮隙矯蓬衣　ヤざ加之るが湯笈摺えゐだけで｛叡穿簡軍に出系る》が、蝋工嚢一キ賑八十円　で高癒なため今図濾才【隊のみ三糾（オξン食晶株）だけ使用レてみ拒　。押ヴキン猷慮湿気に注欝結レて爺めな。　　3　　糟ソ　ぢ響め護、で憲蒼るめで主乞て昼食嬢用“、翻磐日ろくヒ　老之セ・パンの欠爽縫大一要かざぽること．Z禽施あ理ツキンタに工轟へrレ　旋が、出では全て琶の形が都かった・乾牒して蘇くなるZどぞある妹　最初コッ縛で画臼もつ�dもけπあう、塗釈〆墨剛はう憲く瞭ん陰・乾燥註　茄ぐ稀には包嶽も大串である瓶議前にバター差ぬるフ2わ嵌い，同騰　にパンにぺーコン差はさんだ．食孕の懸泥水がないど食國欝くい斌各入　パ彦対する緊巨碁、萎礫いど解急薩繁含翼耐るわめらしい，p馨と議謬悪客。誤暮レ奏暴盈震も良疑蕩　る・一食のX当りほ多ぺ二つ又はフ望λざノ三ケしし絶．　4　かンパソ、濠のみ昼食弔とレて罵b盈な予備壕静した．鷺季舞倹膠て0たあのと小指の先俊�@ギンナンど旅マるも功ど二稜使照レた、理クーどの併用は評判が簾かっ徳、　s　郵席麟ど瓶もα尽ど同じく韓き聖Zる雰鳳なく璽づぶし旋．）け5すぐ練ヌ倹ぺら取倉酋笹も島くな日・主どしと翻と議に用ぜ．盈糟とキナコ芦鹸うのがい番う護“猟酋あ鞠・こ淑に麟，償精の彪合があり、倹歌に悪影響き欧マがキナコ6ぱそ嵐程慮じ奄ω否食せるからであゐ。認穆して食想葱質響中け撤署お盗魔照気姿ちしてあびぬど封の中むどけごし意う・毛チκ牙き別に作り俵す直勧匿λ批玉ぼ丁蔑輿合な鼠り　鞠食の蚤な辱く至緬（五合介）ひ米め断含よU少ぐ少い，キナコむ騒少いど差寧るな、．奮煮るぽ翻のpぱ日と水膿のにめか余る盆むあった．璽奇るに副喬と謬躰親々口何石ほ優香な諏唇明eあるど云乞る，〔副食“夏醸宜）墨轡イ耕ど介類しτ、なる雪〈事侶もあリ、食数わ想、、浮くの人の碍みに倉”穫つとめに。鰍立擦ABCーと一定φもφき作B蜜に組合琶た。　ー　寒　A　めきし　　　　　　D　コノビーフ・干魚き・バダー　Bさん濠干物・パクーE煮物ハ切干六根恋場窟髄バダー）　C蛛豊”　　　　程力レ人馬敢いしょ、バター王ねぎ〉〜（凶）一翠上石わがな撫に、き灰う予定石あう、にボ、腐§恐れがあり。ソに切斐之臣、少レ菰奮琴ざ忌隷嚢果に瞬った、蟄暴蓉程む6承ハ嗣森魚とレて特に蔓っセもの臓ない、〔謡食〕香隊三日介左用趣し．力食分ぎ即儲毛チ、呵食命き刀ン理ンどし泥。朔、運嗣食母最桁惹怨使財しなかつ花。脚溝モ4ぱ鶴、俸的更η茸あ割猛観Dもの召あζ。荏相び少し頑鱒すさる．　　餅　醤潤砂霧蟻eキナコ励糟　　コンピーフ　D舞薫（バタ…王醐さ騰曙y　　パン黛灯ン縛ソ　　ヅヤム・バダー　Dぺ垂コン鼓タ｝　乾アドウ�jチi焚　　εジヤム・べ看コン　薮心7ドウ・べーコソ　　　　　灯ロリーき多くとる焉に塵禦輿要α．ある葎．愚笙肉　　　　　　　　　　　　　　塵搬ヤ皐便であり、全部マー港サ　　　　マ｝がリンな価の婆いのが馨あるが、罵虫黒に隷爆つZど愚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンド使爾し海貸昧斜皮嘘婿百む）24BつJA昼C巌食糧讃画の全体d晦重量ほ皿†六貫であった．そ以から（篤斜嚢繕劉の人が桁たぬ限り、特に層悲の鼠薮奮ある廷め．虜が付蕎じて食ら嵐な．、なるめむ摺俸にさぼぬ縫ならぬ．八橘　　儒州斜　藪　　出ロ　　　　　　　　佐　．魚　田眉　夫　　　　　　　孝誹画　　　　　　　　中隊石珊2濯ロソアルコール42メタぢケ　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　ロfゾク3σ本　　　　　　　　二主磁皿　アルコール｛¢　メダ嬉サ　臼！）ク“謬本蟹鴛墜の町題假殺マの所膚しで口盈多ウスの（口産）調与《聾贈ゼ奪霧萱董あ這．し奮欝鍵ぎ編加蕃尋響あっ．7、緊縮予算馨ηくり世ぬ懸らぬ馨にぽ．溢うしてむ鼠寒けれ繍項らなかっだ。そど蒼今迄に�o月戯蕊岳．二月川誉蕪営練習にZ戒霊澱っ旋詩嬉げプ肌轟÷が悪かっためで今凄は得度も離充の杉本に是き遷ん蒼｝部改着てもらい倶嗣渚にも月全労麺レゑ。愛校哩び翼廉に巽農か舐籔レて国指ガ非常陀横甑な調牙であっ楚刃そ激で�o応、颪き、偲物ず喬Zどに0て尚予備とレてアルコール（霞ーチー用）メク鞭ゲき情っζ行鳶殻レた．歓父であ碧璽Q最悪ゆ場合ぱ．冶調弁祷って焚察・斥るzども老薦し彪、　2編　果亭孤懸墾ツジウスき持つて暴。べーヌ．c16使爾、Dず凱も畷調、・慧箪ど斑亜〈丈夫ヒ獺3た塗礪、C−濫麹臼呑隊竃迎之セ日に邦気温が下るど共詫急簿駄目になつてしまう．縮局綴定徳雄ラジウスをオニ隊に残しご二隊絹め義禽めてニリットゆのアルコール、メクニoグき梧2L，胃発レ億．零猷備爪屋姦翌蒙萌憂つてアルコールぎ倹耗、Z調墨ハ熱慈猛のラストキ掌ンア謹石持をせ乾。翻百石は友臼に太日ま葦�eるフ＞垂砺自となって石鶏鼠燐の婁蟹�c襖い果す．二隊はC通養盛穴趨璽醒、蝦．嚢壌慕騰簗‡箋、、｝しクちO　養しζラジウス不調丞ηパ享し．呑くζ無事に蝋応終つ花、　3　頁螢賠昼フジリスに対して来慰な裂々の破萄小らが又攣多ヴス自舜の超衷ガ悪Pか盈に使けzな蓬駄つた、実巽倉蒼あっだ。今賃ヱ職ぼついてカっと覇究すると某に一薇に鉱窃悉出摺の雰蚕な費膀の赫＞らぬ艦料ぼついて貫々は嚴竃削の要があるZとΣ認める。　カンλりの卿イ刀ンはヲント再蒼館一切つご神贋うと藷に自にしみ爵罫・蒲くなって曹しかった、又Zの鰭料”は非繭虐爵縄ざあると思淑る。アルコールバーナーは火かも灘く襯灘に調券の悪DZともなく伸々まい溝蒼はないか。費用母幾外高くつく於、あてに為らぬラジウス左硬う位灯⇒／あ方が辱らく込費はない摺ろうが・ロゼゾクほ副癬穎なひつた。ランクンぱ糖つζ行くぺ幽�d蒼鵡つ彰ゆ以上、県塞｝葦の劃人登めマたのる不備な真が葬驚に葬葎っ拒。〆　部報唇，，露御都豆立川蕎ゆ岳瓢灘〃　新宿高津電都殿〃五商出岳部灘〃　π鎚鳳山岳勧殿グ　冨士畠山岳部無麻昂黛、園田岳部　殿線眉癒．会殿私「　部　・報」　才｝六署η部　鞭し才一〇暑「ベルズイ〃才歪▽「郵鍍しナ七弩「や載なみ』矛　二暑コ岩燕し「墨撃」塗会く天。号○後記群鍾の几月りーダ1又代に蝕って二障部員の弱体が大河題とな弓、又二疑饗就暮坦と修籍行とβ径が重っτし謹うにめ、王睾麗の入試麿の参撫伊麟須となった．Zの捨め璽蟹期ζ瓢っごむ蛍『五之ぽ爽秩域ぽ残雪期に入る面目に行勤がか・る・特に今無醸稀に見る歩暫にみ迂わ「れ、蕊φ気捧ぴあ慧Uにも良小った謬．良0からど丞っで不耶ヨきつの蒼織な目溶、歳蔚してレ慧つてから景るヒ巖初の意気窺が穴きひった辻Bが、なんヒなく妓擬けし陰よう蒼灯らだい。　天候に“終鎗響れ、ぜの上雪が、あコuに℃意外に少かっ花，大岩蝪乏しろ三峰にしろ・始んむ無雪期ど翼る蓼のなnテクニソウ石登リ献すzとが出果辱しひし璽が少かったど9五之木既田の登りには、詠ぐ叡なラツセル堺強ひら取陰・全行擢び例郭なら応Zの株蒼あつ陰か七知淑なbが・廿レて親々糠璽出の警びレさき充分曝22ぴ出兼陰うう。いや場分にまつては敗置し乾かヤ知道なb・万ぴ｝殿承冷、としごむ我々の蚕曹き叢すZビび、釈マのか�F墾緊翅糞セ�i出来婁屋．7あ輿小ら羅ζ今度の春蜘は波々が塑佃しこり善変もたらさ頁いっ陰鞭鮮．反画友人蚊によるスムー乃O行動、驚阿の瞬き澄価等醜高山岳部が誇る菓爽き遣慰なく洛煙し撫喜隊の斗恵、玄覆歌のネパリが晃箏マッ．，ヂτ今農の成累罪もセらしたのぼ。量っ考之脈ぼ反っτ璽の量キ曇々嘆�g贈辱ほなOのざ臼なPが。正都曇蓉は．Zのヌンκーシッ貿ごe払ア、ぼ家茸度の春出も置れる泌曹ぼなしとの嬉ぴの悪き泡いだ、　癩目建めた霧謝矢有之畿．先）気がつ＜2とゆ照料の貞た。「、ノロぢe〜々でる必要ぱな0．蟹挽縄穴徳る努かぱ塗鰯の謙める所石あろう。ラ、シュースぽ金く使Pあのにならなかつた．殆んむ全τバーナ庖乙僕開し准・しかしアルコールな落ん曇ゼの余量ぎ綴走闘馨日に梗B禦レてU尼．蕗しも予定き上薮むゑ滞田呂犠燈あっ稔奮取初に承信弓き懲すのな欝艦だ荏ろう。今ま袋ぐの萎験蒼炭々のラジ7添快適に使P看柱た出行ぴ一っどしてあったろうか，薪しB蠕賭係はこのZとき胆に命ぴみ慮のヲジユース瀦究に薗ぢ醒入られ陰レ。■しひしどの黙器の盃隠きなパーレ．ゼの行動き円倉ならしめな麓欝露は審だつ毎．そめ主後ε企てα澱勝ぼ癩ったっ乙と到〜の庚蜘の艇奪あ2にめ按フ楚ぴ今後の璽山ぽむ〆澱紡き多bに落緬甘る価値があると信ずる。　　　、　又複雅で蕎つセ指廻薙統も鼠肇に薫一さ搬ζD驚の七綴幾駿と支覆脇耀穂翻の鏡椿さつながつてP彦の菊強bメンκ裏シヅ弊のなあであろう　　　　　　　　　　　　玖⊥　　　　　麟　田　宏　二　師　　　　　　　　馨　　　那立西高蛎癌部吏　　げ二　中川さんが旦用葛に広いて一九肥六〜九馨．一九五〇（ふ堀在どに】部史き穴魍さ敢薯aしてス於ーツアルビニ涛ムの都どし泥ぴ実露上朗“〜櫨ぼヒの区塀δ函すのき五〇蒙度におくZどσ不可溺籏¢はある護いか。と蛋うのな．濫ひに辮しい郡之の曙光�i尉D援め魯乙どは釜めない蓼饗燈あるが部白体が徹行部的形瑛から糎け出したど痘季誓気苧、部愛のうちのτ激ぜ淑も種めて少敏の部轟（薗中晋、森沢等）の小ざな軸夢皇Cあっセ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八　　合　一廼　翼　心陶　　　　　　　　　　　へ　　春撫合宿のときの乙純縦走隊き塑之て腰切上等のカレi左ZしらV　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　、髭どさん．自介禦ら誘塗毘蒙暴禦勧渠誉奪〜　　心嬰をわ穐祭ど題3グリくN・　　　　　　〜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〜　　定わ最膚近く息承倭ぜキ薩華ひき趣め．他の部段に毘つかっτはう〔｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　るさいとあわτロヘ捜込ん鰐zれき晃つけ整飼「蚕酸刀リ」）一奪わ§劣　　セ蓉の蓼奨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バさわ押をなる・び千楢箸慮乙る騎士諦君．今膚、本筒ど紙）つみヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は万々気き付けられい。　　　　　（xYz）ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　きい噸　ノ　　今録の諾合溌髪あzζ，かキ薯儘倉蓼暮け喜ら〜　　　　　　　　　　　　　　も　　碧．瓜演．襲望暑響ら瓢にっえだ白U紛秀碍殖、誕（一九五〇ヂ五晶二二）の謬し．決しでZの鍾に一八o度転じ花とぱ薦老ら照ないと云之慧うぼからむある．較る幽塞昧る田庸毎馨は麟膚の混乱掬の止窓き得ぬ慧篠件鵠墳代にあっ偉部形筑に固就マフネリ％ムに落入ってリセ当断の都金律箆数しく動華遙たととぼ膿が乙あっな・ε堺わ社会駄藩あ磁転と共に葵癒や竣く今試菱の幼縫な形寳の蟄〉蒼勇睾取煮で岩らぬわレな0撫なバきな山行舞胃へ搬踵し粛うとで為幽爵の二．三羅部員にζノて義．姦　§−，R．範吾“》譲藝弄碁＆§．義嚢挺、髪嚢畦験奪嚢爵嚢弼．『套達巽煩ε讐置蓉露翻憲駈態毒多、纂　き蒙＄護盛琶妻雲荘墨蓉茎　萎垂髪輩”茎甜層翁’�k、1はセめんどくさい目のよのダソユヌ幽脚存在符あつ隠の否あ箒，亭�dの当購一の出岳款行部的轄秘蒼しかむ窯内務（トヲ齢巻）片芽に大ぎな坦行に脚き承くら謹控こ日た大電薮の趣員にどって蟄早そ欺言呑の糠に±【月可三月芝葱號管窟ごすと壁篶之ら瓶勲段曙捷逢“謝UZけ抱．しがるぼとの及瞬山に対する愈度欝制歩も認るζ．4ろ心＜，舞訓箸の主豫マる出どのフェアな塀発どが、鹿餐朧にとが．老取建搾う繭欝かκかぼ、余計な藩しみにすぎなDど老之ら肌た．騨愈山逸楽b芭のξ善しみに毒くの否“なDζ尊晶誉に飼蕊し漿乏nた。磨篭、�cあ藁し壷とが茜し磐蓄、ワン弊ル彪とひア由パインだどかの前ぼあつセ。麹何なるズ飛ーりど云之屋力楽レロど藪うZど�iセの底糀井籏してb為．將勃響の牽うのぼ才一に田行左釦軒に合理的に塵全に彙壱がに対する主張百あ2に硲養あゐ，大半の爺員にとってぱ被善の加行斌徹餌に不警定種るむの石赫っ億に廿よそ淑ぎ自ら舅嵐し傷ぬ程動麓蒼あっセが故に『慶企にしと孟う言葉ぴ余計の付をしの憩〆嶽δら散叡馨ともつての他と考之て0セ，し、かも創のラスチ，△がセの旅さあつ驚加故に麹行三＋図のも6りも，出行典夢方干三回のものむ砦の発蕊救信同馨�F重き3あnてO浸のである．せ潰に出行のりータ垂の資墜むあ“蓑ロ廼あつなトめ、甚，ーダーセるべき入馨と叢衛ε麿世ぬ暫騒傘卑撚とPレターの位謬”陰君りんし，しひヤ塞貢圧極る出廊左乎然と行つでいた、牙二に懸測の主張しセのは部の再在蜜義蒼ある・　ε肌らの二つの画懸を顛心どτる画訳の敷ハ照な孟，畢と、灘行恥合理化と都塑結泡車張するアル押イノ諏のぼ飛叡な勝興斜｝九致O茸玉五二舞のr史の主纂5あろうと考之る・で欝何赦景些寒鍮男が憂飼ヤ鷺ぎっ堵し島か．托蓮し珍薩り苦の当詩のラステムにまり出行の釜験．技葡に肉傑なく蘇興の意晃に華讐の襲ぎき圏き、セの訣是慰金憂数決にまっセ、〜のセあや淑検討会が必奪だ、トレーニンタが欝辱だ、重摸備の縦走加腿駐欝どマる当賄としては恥ゆ為蔑酌演試みは、郡辛名中め大半λ6ある山行皿五回の部鏑壱ど）て老の助辱争ぎ理解が出束伽脚下さ淑τレまフた．醐死が物き苓つ頃ぼ息又部聚の代が代つていると置う且谷碇堂々めぐりがく弓逗されτD珍の乙ある。五〇隻の夏、今井召の遭難鼠烹．餓煮量れa蒼の癒長な論議漁に認坊りきっけ乾脊剰響は賛魯仏柵瀦き棄ご乾かの旅な簸展に雌陵．九得覆のチーフリー鄭↓どなるや反対意姻きとリ入取るZとなく、ワンマン痢眉部を引き瓜曇した，彼の語調g笠るどく楓調注爵ひるべ｛議論離対皇さ生んだ，Zの疇のな未だ都の剰栖の籾期蒼あるが、実際に部のゆ胤劃もセのぽ．彼解部Z去つζ俊のZど苔ある，7あ釈な部に初めご「奉2春92ポ眞信睨とフェア月斗碧のびが判然ど理解τ激る旅に息け．しかむ旧都制が新部則Z謬めさ辻たのば．軸九五二毎三馬ゐ蕊心田にき“つ耳七の葺の漁“蓼U新人（u暦、届田　寓春茎）があ象薫い失敗ど自然條鉢の厳しさ蒼魯すうセ切よ且段と金部騒ぴレベルアッつるさ飢陰からに他なら昼9Zれらの蚤過ぽ沢号に蔦耕速前Qつもりであるが、Zの失叡盈箏麺しても尚先賊』屡り応のτ嚢の反噛と期符した五量度の春讐邑、鐙麹畏環之の雷工穴麺工飛ヅクむ“�Fっセの召ある・　　　　　（似下茨暑）編糊総搬鷲糞罫判錦季一G8）一　ノ　　　19ど》3奪度出行総覧、4肩〜3月i　川誉碁火打石谷下部『4貝28日価）P林2川苔本巻盈尋滝正面肢荏春4月28−29臼　　P　福田　留脊　田口　坂井3　巻川岳マチガ罷　　　　5月3日（翻　　P川口4火打石怒下部　　5月9日　P写冨田米野5　川菖山新人歌壷会（εD　5月lo日　　戸篠瞬銘生　林繊）騎春　川ロ　葱橋〔倍〉米野　伊藤駆）岩崎　　　山中『轟山　：販井　宮上　下λラ塚　’1＼；捧　弛田　木下　薙田　　　1‡ロ　（部熊…名）　　　193タ．林億）爵中（葡　・中野　森藻　卑沢（勇）　　　　甜27名ε　‘琢謬水干耀浸源茨郎遷　6同6へ7一日　　（公費62剛　　P印椛奪洗生し林（の福田．肉谷米野　田ロ　諏共　下后仮　　　池留、伊融潮木下束田佐魯榎石　　　（曲）田中�叶\野笹田　駆沢（鄭　嗣軍丈憾翻中島氏7　笛映｝聾東訳甲戯信岳栃本　7月17〜19日　P田ロ他五名8　七ま5巳｝　　　　　　　7月｝6−17日・　P禰田　愚崎9　州苔題閣遊　　　　　　7痛垂6〜蓬9日　　P．篠歯先生　林　肉巻福田・来野　田中　岩崎伸醗（殉　　　千葉le　璽取山　　　　　　　　7月17〜19日　P霞井他三名廿　甲‘猷信岳嚢取山縦走　　7月18へ2鳶日　P下出他槍　冨’士Li」堂校ぞ〒争才温暮　　7月27−28｛ヨ　齎恩　米野B　北ア農帽尋岳稔ヶ岳縫走羽澤嚢旺合宿（藪δ3剛　　ρ準出先生　林〔cし）福田　絹口（sの以上正部轟　　　宙凱sL喰糧）下応仮儘馴稲葉、山中岩崎池田木下　　　寮田・葛嵌　仮伯　榎．萄　　（o射田申（劉　中弊　笹霞　計侶名　　、7月∈3（）題　（晴応奮粛）大町（陰eξ討一葛温漿く1250へ13�S）一不郵　　　憾（ド苓へ．警50）一一癬Ph墾（1550）一一一幕窟（fl5）農，撃“｝7月3、1日　（瞬膚がス）テソ』場（詔田）一紬標（1餌0〜i31σ〕一爲帽　昇野踵士易隷営（↑445ヲ冨月1日（購麿ガス民強し）テン賜ω62e）一三岳�@755〜0別0）一野口　五諏岳��25）一qooo）一一赤竃（134G〜剛5）一瞥羽｛瑚60、G）一三俣　蓮華幕営（17σD）・8月2日（頗一輸し爾）テン腸（ア2ω一双六池（0930−0950）一概焔　／l鰯〜・圃r潟（朋帽留0）一槍測哩（1825卜一側脱）一・　横尾（202の蓉営8目3日　（麟｝横尾（10鋳）一本谷橋（ll55〜1205）一魑擢（属05）Bじ8月4日　醒療爾）タリセード劃練8月5日　（快瞬〉　A北尾根毬名　一BC（0620〕一56コ1レ（0了｛5〜0745）一前穂（0950〜IG30）　　〜奥穂（防σ〜脚の一蜘ン的レム（偽o〜1335）一興穂（國ω　　〜穂高ノ曝（幽0〜14鋤τBCて155G）　Bジャソヴノレム5名　C稜線綻走2陥　BC一南種一北穂一種創・屋一BC8再6日　（瞬后爵）　湾比穂東稜々線縫走　6名　Bジヤンダルム　　　5名　o北穂南稜々線維走　6名8月7臼（晒師副BC糖敏ω％）一一橋（ゆ0−20）一構尾（陶〜　1200）一　徳沢（1255）泊8月8B　（択購）　徳沢薗（0鶏の一白訳（G735一駒）一徳本峠（0925　へ博信）一出合・（｛045）一岩舅1留（目灘（」2�S）一取入（1340へ14／0）一　一魯々橿備40）一一騨（脱5）攻導郡巽2名と含遡念宿は今覧箆にスキー含憲以外iεなかつたのひ色々の面π画』期的であつをが新入の議縛曳ノー商満足屡雄栄落ので・、ス1愚乏拘IZl算葉ぞ事に合宿の目密9と冥乱、爆7乙．　障N’正｛蔀騒かマもう二三ノ駄珍慕レて戒し添った，指導陣が辱ネ足であ一フた、14鞍冠廻浪沸二郷葉喫　8湘9−2御　　　Pナ臆（り創轟魯上藪月田中爾悔　甲歪寺廓岳　　　　　　　ε月23〜25馨　　　p的内（瑛）拶つ旺糀蕊縮　9馴ヨ録　　（公武解4回フ　P　痔．警（しク鱒谷　福田　岩瞬　出中　亀山　錠徳　禁田　　襖崎先生　　ω5）田中ll駒律　碗高尾　　　　　　　｛G，月4日　　　　　　　　P豊」二　下石阪，8　奥狭父歪≡月底縦蓮扱珪’・台繕　　　　多O月248〜28B　　　ぐ盆拭55♪　　　　　　　　　簿　　瞬磁（しジ総（sし）帥累て静麟奇瀞怖業購誕靱商唇池爾洛木鱗彦　　積田・爵零乙　恩城愛イト　　（しBタ、中…警藁弓1　田中1緕利　　　　　　　　　　　　　　　言f書2孫う　　10，月24日（覇）　崩上く鼠鎚）一態州畔（得OG二、”45）一黒轟（尾45）一一念肚」峠臼3　　45）蕪営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しヌア　　璽O月25臼（暉擁ヲ鍾）　≡う鋳婆象疫衰　謎ま発〔麗ぢ0）一一噛露’士響（o蓼3の一パ6芝1（怖Gσ）一　　懸砦吹上未端（萄35肩儀）一釧勧（1纏・糊5）一拳髄岱（7婿o）〜べ弛（鰐　　4、5）　　鴇月26臼（墨跨々灘日）　串屋（ε伽∬）一3ヒ輿チぬ蓬（（：・鯉5補勲r5）一口蝉岳（e駿5）　　　一躇士尾（口硫“一“50）一一甲醍絃岳（14Z5、一　睾獄｝言承雇…qイ留O．）　鶉6痘答一7℃　　　　（後察職と1合流出采陣）　　10厚271ヨ　（・弊召罵）　Af）、6匿｝』2℃　ノ1、董（oア20）一廉ラ石暗民珪楓o敷〕5．）一一碍1便峠（博　　　幡一ヨo弱）一フi（墨山（u2（1）一一笠轍”曙（！2諮〜i鱗の一冊監水屋（15恥）　　10月2闘（爾）　A％瞬麟鷹　小蟹（晦σ）一凸・瑠碑董義一氏宅（O鋤〜o曾　　45）一大切蝋臨の一融、（ωσo）一簿禽（102の一大穴徽〜敏120σ〜燭σ）　　　一再波由（協00）一男〈ナll鯵　再蒙表尾狼　（隅〉　to月27Eヨ　　　F）　霞上　田所　佐偽　餐ノヰ20　難譲冠ラト三茨f虜寒l　　fO月25〜23日　　P　福E葺　〉長野21乾徳出　　　　　l　o月　　臼　　　　　P殉墨宏日原灘上答加一恭IE隠本麹ヒβ看唇ド部　口月2旧〜£3日（公流66）　　P　宮上　斎恕　伍泊．高機　室樽　顯　　（膨）甲沢罎1由中（将）成灘’．23　大奮田　　　　　　　tて月22日　　　　　　P木下　ジ衛鰯餌　纏．　　　　　　l　L膚　　8　　　　　　　P宮上．25　箱イ霞榊担」　　　　　　窪1肩23日　　　　　　　P亀Lβ　f世2611賠眞名井沢　　惚月24臼　　　P穗田他27i鵡〔岳烈胎鷹　1954釧月2−5日（公武67）　　P　幽谷徹来野弘露山中蜜佐子樽【玩与　坂井炭雄　小杯一三　京爾守弘　依循岩充　　　　　　　　　　　　（籠録）　　　　　　（憲具）　　　・　（褒療）　（縦料）　　　　壁井構正／食糧）　　鵬畑中將利（cの、箸田殉歎sし）中野葵敵鋪つ　山醜魏僧木輝夫成ヌ蘇碓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言肩5る卿日箸臨下13継発（20ンー　　！月2臼　　（1，青魯1星雪）　、穴、穴（“、f琴）一一よ続迂、星疑ll3，P刃　午庵天午一錬謬　　1湾35　〈騒）　‡痢中又中…纐習　牟后金興で秦倉沢tz／粍霞設、商谷，添野癒嬉旋井　　　の4吝♪、る，、他鳳矯に帰着后部遷が1覧さ蘇盒畠の粉矢さ撮τ口るの各発晃．駐在が熊なけ撮ど趨轟　　，、簿和尽　　1月4日　　（嚢治曇）・急報に誌りA　C轍岐．田中来る。スキー癖r遜．戯薦岳全暴登囑とやぬ、盗難陰　　ノ会1導尽か＼っ瘡盆とレ今日了寿参し燈金〜ぎ嵩（ハ受才弔きやっとマーξ重士薄弓〔ヨ合疲き芝丁汐7るどと＼した、　　1月5日　（酬剤禰沖ス朴練習．出、家い50の〜麟嗣賦卿5）…一一づく上2δ　越後中聖スキー　　　　1月15・〜17臼　　　P仮井　て恵　　　　　　　　　　整29婁菖尾　　　　　開2滋巳　　　　P蕊田3G　川奮ILl雪印．幕営、押函　（公式68）　ラを一茨　　　1月3（〕へ31a　　p富上（切泄綴　高誠　遜豆看31同　　才二沢　　2月6〜・7Ei　　P坂井（し）崇臼不下伽白構豪32　章津ズ4二一　望月3マ6　　　　Pレ鈴恭てOB）　1葵1巻　憂一匡セ33　璽取山　　　2月27＿28日　ρ出中君崎34　大密出　　　3月15β　　　　P箏玉35　犬岳山　　　3月21臼　　’　P禽搭36　塁嘗冠犀根春出合宿　（公武69）　　3月27薦一4月’48　　i953‘奪フ妻目漂　　P　称武壱　福田癒こ郎米野弘蜀　川晩雄岩崎元与　下石履勝至　ラ世贋務　木下薦彦　京薦宕弘総集難鶴論灘磐鱗齢一許キ♂γ禰『綿．、陣寝ー−疑己　　．．　　い皿O　−乱一婦彗躍毒りに濡Wつレ｝郡戴ぷ迅るとκに、斡辱つた、西響尚、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド〜出岳部健葎憶、トサ盈罐のみと取u葎てし墨2隈まτ畠ラ簿2馨ぱな霧磐掛う・にの納皿1ある．ト廿η報墳っで載マの登方創判「、て叡り（．髭鋳う．い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずb　本年煙の予算な四万九千円、ゑ．い渉石廿あ”ζろ冬山幾〜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ�`儲がととの》て禾旋が、大人教主義きどる毘岳瓠とし諄，巣V霧歪δ　　、　　　　　いず擦新葱量遷暮り黒望きτ、「馨〆雪謎？とし毛♂マ？�dご、目題N義々墨婁歩嘉象ノ2列墾e蜜鷹い、、曲．．＾』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、講瞬隣譜騨俸　“�f篶懇織纏諏欝　　　2　　武　＆．孔．・途しさ憂≒をあ”鷹雪卑尼慰芯ゐ給編遂阿「　6　　へ　【口　n口　公　一部、　ーヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』7　−　7　5　ー　（　こ　｛ヤ手一人蒼ばあるaい・載々の行勤加軌蓮にのっ尼とぱ一菰之．〜32；2幽滋餅郵轡歴事藩響獄誘雪船劉凱鵬個飼銅騨縮葡　、　−、N一欝鞍鰐礁瀞射編即雛膿器柚遡冠　　　　への麺興の彰味で肛な齢ろうか，今犀度の目鞭ぱさ且⊃驚、、−、・鷹P、皿−て尽の山々ほ禦け難足謡っごく喬鰹筋・一、／一九五蟹ヰ度部p輿名箋吋　　顛肉鼠官松中篠取本打騰田　　溝　伍　　太朋郁斌部〃ニヱ／1〃／！三　　！ハ〃〃二’1三彗・目日εHFドO　DHEGGC徹丸高恒稽宮田坂　弛木佐魚1下田　現　　　　　　　　　　　石　猷　憶石葉上所＃　田下伯田坂ロ　役　　　　　　．　　　　　　　　名尭邦幸吉和茸疑　　廉岩守勝　　部敏芙正正正裁雄　務彦夫弘至毅　蜀（俸溝）（生物）〔口誌）（体喬）（一π五αロ・（G・し）（撃し）（S”し）卑》笠迎区よ函餌，葺三ー二七（）西琴プ郡…穴久野有｝廿｝八中郵刑巳一△相欧三一六杉亜区和ナ塁断九二八一．○郵叩底）　、任　所杉並区上古融耕戸幽ノでハニ八杉並区方南町ニニ的．杉げ亜巴阿伍ヶ谷六ー二二三漫戸市律礼三え九、移並区馬憾｝ノ三九砂並区鼠福臨餌六ニウ野区本駄”亜．汽、五杉並区和集樹四←二中野巳穴和町“れ七杉並巴阿佐ケ怠ニノ六晒四循並置和駿町t＝二（資牲記蘇）だ並区蕉薦三ノ＝充八（会訂）　　杉竹亜区一尚円講）厨ノ五七喰．�t騨．八六六〃　〃　〃　〃　ソ！　一　！ノ　1！　！’　〃　二』＝ニ　ノ’　”　二r　　ノ　ノノ　〃　ノノ　で日日8CEC『H〔｝6β6（｝BドB　Gε（）G’Bた蕎田尾−北高室愛野太伊有卑禰千　出松驕田田　　　　　　　あ春藤中形村山碁置本行藤賀笛標1華　梨田山亘中盗　　中護『一榎雅紀眞耕正登穣癌・　正　倹克章　　　　　　　　　知　　忌　　　　　・　　Z…こ履昇光行彦正子子与一総与冶美　　照聡介跡晧（編報）（穏興）（部籔）（懇輿）〈食糧、）・病塙犀部中三け田中』塚エ中野区栄町【、一一杉並区豪．荻財［四　御二三二八杉並区西田臨ワ皿セ｝　　　　　　　ウ”杉並区神明町九三　灘｝ニカ、穴中籔区懸ノ山三杉一亜色ア高井・戸ニノ六三t義恩区金王町三杉敢区衝佐ヶ谷『ノ八＝二杉並区西荻窪三ノ五杉並巳和菓町六二五杉並区荻窪｝＝ノ｝三五杉並区六営前面ノ凹六四三ブ申下亜雀三虹穴芯並区｛聾嵩封戸�o、二；ゑ三が市上商僚荏葭才猛繭三五六中野区千代田臨二五曳形並区唇僑二，」五〇武■r蔵野市笛・奮肴二七五七杉並区町俄ヶ奮ニノ五九六中野区耕”園一町［暉杉並区永糧脂四二〇　嘩…爵…穴皿蔀欝6拳翻員榎瓢ぺ賄、倉欝器名垂弄多象｝も一77　−　7＿　一＿　7＿＿＿＿＿　＿ニニニニこ＝二こニ　ニ：皐壽議擁篇蕎蓄桑蕎昌轟雑愚謬藝亭車再末藤晒川僑野患田野、�l　渡杜1“村海麟甑勉藤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　紆　輝信英　洋牽一　章　春勇秀浩　良醸齢奨豊．蔀瞳夫治次勇文夫繭磯茂彦敏雄磁卜章薦〆角uR〕吝箔饗準業葺　　氏　　責恥ほ西嗣登高禽π嚢　義璋住所　　　い．、川　　　　　　”嫡　　　名杉並区阻佐ケ誉万…六鰯六三t草大暇岳論oB　冨士工業動務目窯区上目繋八ノ五セo　（　　　理溝太学山岳部OB大同モ綴動席蕩岡県欝束都長県警　聾家、や恵肇．纂農工奏†　　　大同竃繍”畝甑聾｝里口禅奇八一四　　　　　　蒙類大誓学郵目鼎区下目難蜀、九四五幽｝。o几　　軍稽瞳大理工陽ナ部印野図麓鹸�l「九偽モニ　　　　散育大大蝉虎世田慈区訟璽五饅共登　毒出学院穴亭世蚤ヶ谷E松簾二・←茎δ　　　　軍撫、田大理工単部萱地区永裾町二五五詑三〇三二　　　豪・燕大工堂郭世田ヶ谷区等々か町二丸四四六　　f横業回末山蚤部Gg松r電巻中晃邑日本憾本町ニノ七ノt南那饗業　廉慮大出盛部08　　函畢興業彰並区松だ本町二・九六　　　　中央大率、帝国癒方行蘇弾会杉並区亜荻望一ノニo即二〇皿三　　　粟粛太蒲単部　出岳部マネ寸｝i杉並区バ磁卑岡瓢イ濁七皿固皿六〇町　　成罎大椴茎歯罎郡彰並函庸宗一．ノ五蔑　　　　　、東穴迷単那牝W》郁蜀彪並区阿磐谷領慮芙轡五一h肇網去撃躯W暴藝単野区油壁三　　　　　　　日承勾工掌諏八王子市本郷警ろ劇二三六　　中央穴経斎単鄙世田ケ貧巳跳沢ラ、一九二　　　武藏工、穴　鄭岳廊翼捗壷区沖藩鰯五・，　　　　　．試蔽大奮学部泌岳編蔚市↑野区←八和町一、八6．．�薫八七轟　　　日↑齋田大敦趣掌部　泌憲都慧洲彩孟区馬橋ニン［五q　　　　　車果ぎ藷翫蔀（牙マ三代チーフリーター）（き穂チーフリt凱ー）（才蘭痔ナーフリーダー−）ひ才五汽ラーフリf鉢ー）（芳六代予ーワリーヌーV轟馬九九九九花九九知九九九九払力、九九九八八／＼八八七セ七セ七忙t　t七　鹿☆　　　禽　禽★★　☆☆★壷壷☆．★☆米出福林戸竹高関下斉亀川川小徴岩伊灰今佐岩叩村森訟再早西中餐．出野中餌　田榔婚都想藤匪曜ロ田塚麟藤罵井藤耀藤田訳田澤謬塞野麟自・私羅毎武　　　重趨敏和尚廉元弘癬　充聾・僻榑麺朝一　　奥正雄　ノ伽二茱与郁忌葡炭信徹薩正子宏雄於皮争美規曹弘三夫之治夫評勇徹司窮弘杉並区＃菰二／隔五嵩即殴五ご〜串野果町盗五∠こ　　　　　　　ウ杉鵡傷魂泉町幽璃八　兇o力七竃射循巴百入町｝二−三；瑚島亦4猷藏肇暑舞を〜托2彪並』六鼠箭等五。几漉暮旺モ駄げ谷｝，五五三新循巴覆吻下町彪盤邑永福爵函七易並区蔑癬量八・七〇、バ杉並侶杉並色予菖舛戸｝ノニO二．杉韮嬉荻慶こノニ一六併〇三π三杉並区高円登穴ノ七五醐彰・韮区爪豊師ニノ七一【三戸（巾牟私二〇〇五即瞬、巳上男原．町五中轡区脅鵠騨瓢二七　譜八二八八　　　　　　　歓藏野市茜謬葺［六．｝五許異暫野・璽愚韓愚二t六九武三五七二杉益巴六宮繭…ノr五〇形並巳昇欲ワ『二二杉■睡巴下島井P興ノ九六5f杉影麗暮呂一竺ノこ杉並函阿権ヶ継曲／九大八杉並区葛再奇廿ノ九寡九醍藤野由磁蓄群母四七八杉並巳久較田三ノπセ福翫蔽野市｛閃前八入二杉並区大宮前六ノ皿〇一凝胸夫慧学郡　　Wv郡貝（饗怨穴菰嘩、都粟寮不ズ｝　出岳部員早裾田大政杢学郡単認匿穴鍵工学獅襯岳都騒璽東大取餐部！電機夫草損温犬邊工塞早籍田大董工単部爪塵穴豪県毒肇邦翠縮器蕊郡暑頓大文馨都　Wy郡蜀阜禰霞六理工牽蘭澱疋勧．上火災『』荻驚藝添麗中果ズ経．霞辱部単稲寓大翻蝉郡　山癒部紫歳育大爵韻餐＃与大．塾昊散養嘩部裏工穴え紳姦蕪谷支店田岳部額ひ万セ代チーフリー安ー）（》八探テワリ1『ヌー『『（分九貸チ17リーダー）が罐　才尼暑珊菰廿九葺士目一日繕行発行糞伍巻　豪田守弘　　塑籍並巴太葛葡三ノニ六捲行蕎　　都叩血西高山岳部−

